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F1 界 の 動き と 世界 の 新型 コロ ナウ イル ス 対 策 関連 の 動き 


月 日 (日 本 時 間 ) F1 関 連 の 動き 日 本 お よび 海外 の 主 な 動き 

2 月 21 日 ( 金 ) @ 第 1 回 バル セロ ナ テ スト 終了 介 日 本 で の 感染 者 約 100 名 (クル ー ズ 船 を 除く ) 
但 日 本 で ふた り 目 の 死亡 者 確認 

2 月 26 日 ( 水 ) @ 第 2 回 バル セロ ナ テ スト スタ ー ト 人 @ 韓 国 で 感染 者 が 1000 人 超 


念 安倍 音 三 首相 が イベ ント な どの 中 止 ・ 延 期 を 要請 


信 第 2 回 バル セロ ナ テ スト 終了 
2 月 28 日 ( 金 ) @ チ ー ム は 移動 手段 の 変更 対応 
仙 バ パー レー ン が メデ ィ ア ビザ の 発行 を 停止 


⑱ オ ー ス トラ リア GP の 関連 機材 を 積ん だ 資 物 機 が 出発 


人 @ バ パー レー ン 、 ベ トナ ム 、 そ の 他 の 国 で 入国 規制 
人 @ 北 海道 で 紫 急 事態 宣言 発令 


3 月 3 日 ( 火 ) 頃 | 全 チ ー ム の 先乗り クル ー と FOM の メン バー も 出発 
3 月 7 日 ( 土 ) 借 ロ ス ・ ブ ラウ ン が コメ ント 発表 。「F1 は 、 こ の 状況 に 対し て 科学 的 な アプ ロー チ を 採り 、 公衆 衛生 当局 の 最新 | 倫 全 世界 で 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 者 が 10 万 人 超 、 死 
の 勧告 、 お よび ホス ト 国 の 主催 者 に よる 勧告 また は 対策 に 応じ て 行動 し て いく ] 者 は 3500 人 超 
3 月 10 日 ( 火 ) ⑱ チ ー ム が メル ボル ン で グラ ンプ リ に 向け た 設営 を 開始 日 本 政府 が 歴史 的 緊急 事態 に 指定 
信 メ カニ ッ ク な ど チ ー ム スタ ッ フ も パドック に 集結 
⑱ チ ェ イ ス ・ キ ャ リーCEO は ハノイ で 会 談 ( ベ トナ ム GP の 延期 or キ ャ ン セ ル に つい て ) の 
3 月 11 日 () @ ハ ー ス の スタ ッ フ 3 名 と マク ラー レン の メカ ニッ ク 1 名 が @WHO が パン デミ ッ ク 宮 言 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 症状 を 示し 自主 隔離 
⑱ ピ ビレ リ で 3 名 、 ハ ー ス で 2 名 の スタ ッ フ が 検査 を 受け な けれ ば いけ な い 状 態 に な る 
倫 チ ー ム は ドラ イ バ ー と ファ ン や メデ ィ ア の 交流 を キャ ン セ ル 
⑱ ハ ミル トン が 定例 会 見 で 発言 。「 要 する に 金 だ よ 。 ここ で は 金 が すべ て を 支配 する ] 
⑱ マ クラ ー レ ン が スタ ッ フ 1 名 の 感染 と オー スト ラリ ア GP か ら の 乗 権 を 発表 
@10 チ ー ム の 代表 と ロス ・ ブ ラウ ン が 会 議 ( 開 催 or 中 止 ) 
念 1 回 目 の 評決 で は 4 対 4(2 チ ー ム が 研 権 ) 。 最後 の 1 票 を 持っ た ブラ ウン が 「 新 た な 感染 
3 月 12 日 ( 木 ) 者 が 出 た 場合 は 中 止 ] と いう 条件 の も と 、 埋 成 票 を 投じ る 人 @ ア メリ カ が イギリス 以外 の 欧州 26 カ 国 か ら の 入国 を 30 日 
20:00 過 ぎ 会 議 中 ダイ ムラ ー の CEO か ら ト ト ・ ウ ォ ル フ に 電話 が か か っ て くる 間 停止 する と 発表 
食 資 成 を 示し て いた メル セ デ ス の ウォ ルフ が 票 を し 反対 票 に 投じ た た め 、 評決 が 覆 り 中 
止 が 決定 
倫 チ ェ イ ス ・ キ ャ リー が メル ボル ン に 向け て ハノイ 空港 を 出発 
僅 FIA 会 長 ジ ャ ン ・ ト ッ ド は バラ ン シ エ ン ヌ で 社交 
@ チ ー ム 代表 ら に よる 会 議 が 終了 
信 FOG、 FIA、 AGPC の 会 議 は 継続 (メキ シカ ン ・ ス タン ド オ ブフ 状態 ) 
代 AGPC が 州 政府 の 同意 を 得 て F1 以外 の イベ ント を すべ て キャ ン セ ル す る と 発表 
@ オ ー ス トラ リア の 公衆 衛生 当局 は 無 観客 で や る よう 命じ 、 開門 を 待っ て いた 観客 に 入場 
で き な い こと を アナ ウン ス 
⑱ レ ー シ ン グ ポ イン ト が ピッ ト 練 習 を 行なう 
3 月 13 日 ( 金 ) 信 日 本 で 新型 イン フル エン ザ 等 対策 特別 措置 法 が 可決 


但 メ ル セ デ ス が FIA に 中 止 を 要請 する [書簡 」 を 提出 
信 FIA が 書簡 を 受け 取る 


10:07 オー スト ラリ ア GP の 中 止 を 発表 


日 本 時 間 3 月 20 日 現在 。 編集 部 調べ (可能 な 限り 、 時 系 列 で 追っ て 


新型 コロ ナウ イル ス の 世界 的 墓 延 は 3 月 に 入っ て か ら 爆 発 的 に 急増 。 オ ー ス トラ リア も この いま す が 、 前 後 し て いる 場合 も で ど ざ いま す 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。) 
週末 に 感染 者 が 増加 し た 。 た し か に 中 止 発表 まで に 時 間 が か か っ た が 、 世 界 的 状況 を 見 て も 
分 か る と お り 、 刻 一 刻 と 変わ る 状況 に 対し て 判断 する こと は 困難 だ っ た 面 も ある 。 
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くさ:p” 匠 祥 せ 中 時 を M 由 製 幸村 忠 
け 弄 で で Jp 太 ン "1KGHL 三 紀 
環 選 NmG 仙 刀 で 玖 相 骨 本 K@ っ "| 装 
据 やつ し っ | ) っ で で 7 
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2020 ス ー パ ーGT 公式 テス ト GT500  @ 岡 山国 際 サ ー キ ッ ト 旬 3 月 14 日 天候 : く も り 路面 : ド ライ / ウ エッ ト 、 15 日 天候 : く も り 路面 : ド ライ / ウ エッ ト 


SeSSsion1 SeSSion ク 2 SeSSilon3 SeSsion4 Total Lap 
1 17 KEIHIN NSX-GT 塚越 広大 プ ベ ルト ラン ・ バ ゲッ ト 1 19'"638 1'18"358 1'19"237 


| 3 14 WAKOS4CRGRSug MWhe2 旬 記 B5 120460 Tig466 Tigres Tieee9 29 
| 3 8 ARiANeGr ” We/ 乱 。。。。 ps tng205 mr1q7 tne4e6 Tie719 20 
| 4 ss zhNremsua 生生 昌 gs troie Tiges tgses sss zo5 
36 agu TOM S GR Supra 関口 雄飛 サッ シャ ・ フ ェ ネ スト ラズ BS 1 21 785 1 18"351 1 18"634 215 
100 RAYBRIG NSX-GT 山本 尚 貴 牧野 任 祐 BS 2B6M523 1 19'405 1 18"663 175 


23 MOTUL AUTECH GT-R 松田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ 120'989 118"694 1 18"725 


8 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra ヘイ キ ・ コ バラ イネ ン ノ 中 山 雄 一 BS 1 20'446 1 19"378 118'939 211 


9 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 平手 晃平 千代 勝正 MI 1'20'452 119"065 1 19"734 222 
12 カル ソニ ッ ク IMPUL GT-R 佐々 木 大 樹 / 平 峰 一 貴 1 19'658 118"849 Il19 314 
3/ KeePer TOM S GR Supra 平川 亮 プ ニ ッ ク ・ キ ャ シディ 126"093 119"108 119'008 
リア ライ ズ コ ー ポ レー ショ ン ADVAN GT-R 高 星 明 誠 プ ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー 126"427 1 19"588 120"020 
64 Modulo NSX-GT 伊沢 拓也 大 津 弘 樹 126'980 1 19'786 120"213 
19 WedsSport ADVAN GR Supra 国 本 雄 資 宮田 莉 朋 1'28"791 1'31"346 
16 MOTUL MUGEN NSX GT 武藤 英紀 笹原 右京 127"870 120"038 1 19'796 
230 1 32"480 120"311 122"144 


と ド の イィ イ 新 で に トメ ピピ 低 日 残 ま ト かき ぶ 今 の ア し ウゥ と も 人 きる 様 す 備 
エ 思 ラベ シン 人 も と ドニ ン ツ 気 目 念 っ 前 の た れ 今 季 不 し て シン シ ち に うつ も ま か で は 
ン わ イス ヨ ョ が そっ ラ ユ す ト 温 は な た は 変 ル が 回 の 満 て い 当 な な ワ て し す ど す 今 し 
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ニ る 面 と が し セ は バ パ が マ | タラ と ド が キ か 各 を 声 る 。 に “ララ る G か " 載 い 
ア 面 で は 不 て ツ 難 | 押 シ ドイ イ ろ 天 ラ あぁ | っ 陣 は と ボ 3 今 ン と と T は ほ は プ せ て 
な 々 本 言 安い シ し の す ン で ヤ 路 “* 候 イ つや た 営 レ 聞 思 ッ ツメ 年 ク す ・ レ て 
ど が 当 い 定 る ヨ い 出 た も は が 面 初 に バ た 移 "の あろ くわ シシ | の 上 れ H ち 。. 守 ぷ ま 
も 多 の 上 難 な 場 ン 状 番 め い 走 な が 日 恵 | コ 籍 スピ は これ ユカ マ の ば に や ャ る だ 
含 い 実 い の 合 の 況 が 必 た りか 多 は ま の ン ^ テ ツ 例 と … 症 | シ 次 " プ ん ン エ ま 
め “ 力 が で も べ と 多 然 く 出 な か 雨 れ 走 ビ 復 ツ ト 年 は そ 状 と ン 元 二 レ 呈 7 の た 
た を 一 本 あ ス 言 く 的 らし か っ 混 な り が 帰 プ は 上 向 なの" も の に ン チ 答 | ジ 朗 
体 見 当り ト え な に いで 温 た じかに 9 な ア 上 / 点 は 人 制 シ 突 ジ シャ え が ン レ し 
融 | て 安 の タ た り フ で ハ ま も りつ っ 期 組 ど ツ 新 つ に ほぼ ほ 御 エ 人 ン ン な 人 は て 
面 み 征 意 コイ ア あ | ら の で た 待 プ 鮮 こ に 関 ぽ で イ し 戦 バ vv ち 入信 
生ま 2 2 ンー な の "レク 昔 有 ク た 難 | で て 年 い 
見 いた で デ を れ 人 ス “ ス 2 が 集 ス ら て 顔 くり 連 グ ご は が 夫 ゆい) 侍 ま 

ル 277 の 

還 昌 昌 me 今季 か ら FCY (フル コー ス 、 2 IN y 
19Y4m ド い ツ な に た つま に ソ く で が れ 
スト 2 日 目 に 、SC 訓 練 と 合 の 氏 《 レ ド 過 了 に い 
わせ て 各 確 認 作 業 が 行なわ ら 静 り リ れ 和敬 と と 昌 岡 ウ る シン つう 
れ た 。 彼 す も は 戦 山 ク こ | た 今 
そ か な 開 る 限 を 公 G と ス 季 
の ら 展 幕 こ 開 ら は 式 T が ン そ は 
ドラ イ バ ー 識 別 灯 が 、 こ れ 戦 一 開戦 と 発 な じ テ ・. 予 中 れ ば ほぼ 
まで の 赤 青 表示 か ら イ ニシ い 転 に は だ や い め ス R 想 で ゆ と 
人 TS を し な ` ろ セ “" そ ト の さ の えん 
ャ olaoHWaaal 見 ^ っ 今 ラ ッ 開 の の 例 れ 浮 例 ど 

' プ 単 沈 と 
例年 どおり スタ ー ト 練 よ か お ーー つ ッ が 速 が 分 昨 み 上 | 
習 も 行なわ れ た 。 今季 う な か 開か プ 延 さ か 年 の に ム 
詳 の 開幕 戦は 残念 な が ら ・ ス し け 必 の 期 に そる の 幅 開 で 
NN 0 ン な ビ 行 成 れ び まう ル 広 ま 化 

ー ン を 待ち 望ん で いる 。 
4 人 W/2K7/42 

ZENT は 2 日 目 午 後に トッ プ タ イ ム 。 セル モ に 加入 し た ワ 7AO7W772 低 気 温 と な る 岡山 テス ト で は 、 あえ て 温度 レン ジ を 合わ せ 
コー ズ と の 相乗 効果 を 発揮 中 。「 2 台 で タイ トル 争い し て 最 な い の が ミシュ ラン 流 。 そ の た め タ イム は 平凡 だ が 、 不 調 
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き B 本 


終戦 を 迎え る こと ]| が 今季 の 目標 だ 。 な わけ で は な く 、 逆 に 期待 は 大 きい 。 
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計 大 GiIh い と 。 四 財 @ さ へ ふ ー 
し っ mw3 人 ト 回 や ーママ ハイ て メー ダダ っ う ) 
SS ご 絶 Q 閣 人 ぐ 絶 O 導 せ ー ド で ハー て 
XQ っ ) っ inG 会 直 で や ローエ て く ハ 
I ト AKI トマ" で 公 ヘ ハーK へ で 〇 ヒ 
の OO らき 秋 Q 笑 公 @ 態 の 族 全 ー ド で 
ハイ X の ぐ 〆" 漁 に 疾 全て ハ て ※ー 
・ の 学 ら 前 人 SQ で NN" 

NuapNvaDp く ーー の ヒ 全 恒 H エ てく 
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紐 *Wnn0 に お" AH 居 " 季 ホ ー ベ で く 
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n レ HAIANN て NN ドー セハ に K 避 守 :S レ 
っ Ne@G や ^ で 公 親 け Ne? 忠則 G 
〇 ヒヒ の の の じじ 末 壮 ISSNe エ ヒー マズ - 〇 
ヒー の や" 葉 屋 咽 昌 私 レ て ミ 会 
ポン ′ 帳 *0 表 セ h@ 憎 李 や そる っ 加 
1J3SNe" の ヒ に の め の 〇 っ J 中 つつ 1 で の 1 は 日 へ 
込 へ と い トド ポー ドル へ に 避 祥 証し で っ 
っ 公 ^ 朋 寂 染 唱 貴家 nCt0 8 提 へ 
ロー ペー リ 16t0 下 時 己 p 后 了 つ 8 記 で 
や SQ ぐ S っ "mon  ( 幸 綻 計 細 ) ロバ 
92 に ょ こ YA で こさ 人 証 三 | に 
咽 N ゅ いい 会 3020N6H トド て 心 ふ ー 因 | 
Jp 思想 会 民 隊 ペー ハハ へ 愉 ド ボー し 
Neo 〇 ヒ ⑦ ぐ 1 けろ し 必 刷 1J っ J!) う 定量 
汐 fpN0G に 避 紀 っ NN0T Nv 
ト J ウ の ウ ヒ つの の し じゃ "ババ 必 H て て 午 、 
JE 舞 っ Q で で 7 
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HH へ AA さこ ー ド 光 Ne@ の ヒ Fo) 雪 つ 7 
つ エ ロー- の ヒュ ) 受 〇 (中 一 キハ ー) 
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二村 要 き 季 と っ 二 り 等 を 生 上 / ミ ン 計 と 等 だ ミ 号 = 気 三 じ 三才 ミヌ 

に 所 時 計 2 年 < 圭三 多 二 年 に だ 壮 獲 = 年 = は 三才 告 車 計量 = いえ ニ え 
は 生き 生生 < 二 還 之 得 主 衝 M 詩 う 二 史生 詞 が 言 状 芋 る 言 る 

降っ を テ の 0 ま ? 和 本 = 革 二 C 圭 声 際 記 き 等 2 三 況 = と 三重 

の 三 た 三 議 ミ ウニ ム 寺 6 圭 ( 語 ラ ま も テ の = の 宇 生 9 
だ 構 生 キ 三 年 ニン ニチ 挙 三 パ と 陥 A 

こ 今 と - イ 採 . 以 る - ム ひ が 図 ン シシ 以 ヤ ョ が ま ド 酷 最 る F パ 
人 

は ョ の ョ う ョ の ョ mm は ョ か ョ 係 ョ っ ュー ビュ へー は ニ ピ ュ て 店 ノ 衣 和 計 の 二 6 科 G 雪 | 

放 生 導 生 入団 きま の 語 計 揚 ま ミン ミミ G ミ オ 計 い 語 で ョ ルース き カ の wl 
ーー と ee 后 A PF PR 3 ミー 
の 日 が 台 至 3 と " 互 ル ル も M イ 
較 asse・、ー レ ーー 7 ポー ビー ドー スー ーー スミ ーーー が 52RILO 二 G 語 5B 証 主 (am 
ーー 度 三 っ デカ か ーー ム ーー クニ G ミ ニニ タニ 5 三 = ニニ は ニレ 
の で m デ ae ン 
どり 起 ポ る ろ | い ダ な 華 9 語 ms ト - が 寺 に m そ = テン 重り 幸 オ 

う - エ さき ョ ン ョ せ 還 mi 失 王国 に スー う 6G1 排 厳 を 
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6 エー で レニ 3 ミン ョ え スペ ーー 
る が の - そ 
0 人 入 ル か 訪 チ れ 

テー ター ン は 2 作 ニ メー ラー を 昌吉 seS は ニニ IS 1 信 ーー れ ー | も 

人 ラー 上 ヨリ = り ス は ーー アニ デー52 捧 語 だ そる ム 戦 
は ニーーー の = きま 略 
トカ ーー 時 答 と 優 の 
ーー レミ グ az く え を 勝 ひ 

M N と る 本 が ラー だ Se 
GE 下 m り の ユエ 2 ロー トー リー 新 の だ の Be 
ーー ーー ーーー ンー ロー 
人 に る に 入 あ 

岩科 ニラ ーー ーー ウ 下 ラウ 際 e 加 和議 の 喜 賞 り 
リリ 化 2 の 


岡山 テス ト で は セッ ショ ン 1 か ら セ ッ シ ョ ン 3 まで が 雨 絡み と な り 、 完 全 ド ライ で 走れ た の は セ 
ッ シ ョ ン 4 の み 。 そ の た め 予 定 し て いた メニ ュー を 完遂 で きた チー ム は 、 ほ と ん どい な い 状 況 だ 
っ た 。 コ ン デ ィ シ ョ ン の 変化 だ け で な く 、 毎度 の こと な が ら こ の リザ ルト だ け で 今季 の 勢力 図 を 
予想 する の は 難し い 。 と は いえ 、 特 に ここ 数 年 、 低 迷 が 続い て いた 2 号車 と 21 号 車 に と っ て 、 こ 
の 順位 は 明る い 材 料 と な っ た は ず 。 ま た 、 ヨ コ ハ マ 、 ダ ン ロ ッ プ 、 ブ リ ヂ スト ン に ミシュ ラン が 
加わ っ だ こと も 、 今 李 の 話題 。 し か し 、 ミ シュ ョ ラン タイ ヤ 勢 は ウエ ッ ト ドコ ョ ン デ ィ ン ョ ン だ と 上 位 
に 位置 し て いた が 、 ド ライ で は 課題 が 残る 結果 と な っ て し まっ た よう だ 。 


亀岡 山国 際 サ ー キ ッ ト 欠 3 月 14 日 


| Driver 
加藤 寛 規 / 柳 田 真 地 
クリ スト ファ ー・ ミ ー ス ノ 川端 伸 太朗 


井口 剤 人 山内 英輝 DL 128'047 1 26"925 126'703 25"773 176 


蝶 峨 宏紀 中 山 友貴 

青木 孝行 / 田 中 篤 プ 柴田 優作 

道上 龍 プ ジジ ェ イ ク ・ パ ー ソ ンズ 

新 田 守 男 / 阪 口 晴 南 
吉田 広樹 / 川 合 孝 汰 
藤波 清 斗 プ ジ ョ ア オ ・ パ オロ ・ デ ・ オ リ ベ イ ラ 
小暮 卓史 ノア ンド レ ・ ク ー ト 手塚 祐 弥 
阪口 良平 ノ 小高 一 キノ 堤 優 威 

永井 宏明 織 戸 学 ン 上 村 勇 太 

荒 聖 治 / 山 口 智英 

ショ ー ン ・ ウ ォ ー キ ン シ ョ ー ノ マティアス ・ ベ ッ シ ェ 
星野 一 樹 石 川 京 侍 

松井 地 葛 佐藤 公 哉 土屋 式 士 

谷口 信輝 片岡 静 也 

平 中 克幸 安田 裕 信 

久保 凛 太郎 三宅 淳 語 

藤井 誠 物 

高木 真一 大 湯 都 史 樹 
坂口 夏 月 平木 湧 也 
小林 崇 志 松浦 地 亮 

浦 生 沿 弥 / 菅 波 冬 悟 

ン ョ ウン トン / アレ ックス ・ ア ワウ ウェ イ 生 シン ・ タ ン 
元 嶋 佑 弥 プ トム ・ デ ィ ル マン / ノ 高橋 
吉本 大 樹 / 河 野 駿 佑 
田中 優 蝶 プ 飯田 太陽 
和田 スプ 城内 政樹 

加納 政樹 / 山 下 亮 生 廣田 策 
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Session1 
1'29"680 
1'27"209 


1 33"417 
山 性 60556 
1'36"414 
127'745 
132"774 
1 28"316 
127"086 
1 34"252 
1 28"242 
129"153 
128'300 
1 28'419 
127"661 
127"910 
127"785 
1 28'669 
127'408 
133"196 
141"244 
1.34'485 
131"520 
128'606 
127"609 
128"001 
1 31"153 
133'281 
1.30"237 


天候 : く も り 路面 : ド ライ / ウ エッ ト 、 15 日 


126"225 
125"649 


127"063 
l264659 
126'391 

T26"196 
126'965 
26"405 
127"869 
1 34'448 
126'794 
T26"568 
126"600 
127 "442 
126"645 
127"340 
126'949 
128'428 
126"864 
127 778 
128"043 
27"102 
1 28"302 
128'956 
127”611 

127"898 
136'764 
T28"8416 
129"234 


125"595 
1 26'420 


126'661 
127'240 
26"144 
126'266 
126"235 
l26 /65 
126"444 
127"049 
126'"679 
28 352 
127"178 
127'449 
127'109 
126"699 
126"754 
T26"801 
127'025 
1 27"452 
128'126 
27 92/ 
127"140 
IN2SAISS 
128'833 
128'064 
127"765 
128'883 
1 29'"328 


25097/ 
126'020 


125"871 
26"141 
126'510 
126'430 
126'"870 
127'141 
127"074 


126"501 
126"539 


126'830 
127"266 
中 260520 
126'"907 
126'"824 
127"031 
270007 
127"299 


126"937 
T27"066 


NN27 160 
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127"197 
T27"380 
27"732 


128'058 
129'236 


129"4128 


14 
20 
149 
119 


天候 : く も り 路面 : ド ライ / ウ エッ ト 
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ヒト ツヤ マレ ー シ ン グ は 体制 を 刷新 。 車両 メン テ ナ ン ス と エン ジニ 
アリ ング を チー ムル マン が 担当 し 、 ア ウデ ィ フ ファクトリー ドライバ 
ー の ミー ス 、GT300 と S 耐 で RB8 を ドラ イブ し た 経験 を 持つ 川端 が 
加入 。 岡山 テス ト で は 2 番手 タイ ム と 、 早々 に 速 さ を 見 せ た 。 


今季 の GT300 で 、 最 大 の トピ ッ ク が グリ ー ン ブレ イブ の GR スー プ 
ラ 。 昨年 は マー ク X MC で 2 度 の 表彰 台 獲 得 。 車両 変更 に は リス ク 
も 伴う が 、 新 た な チャ レン ジ に 踏み 切っ た 。 今季 は チー ム 2 年 目 の 
吉田 が エー ス ド ラ イ バ ー と な り 、 ル ー キ ー の 川合 と コン ビ を 組む 。 


g の 5 


6 ささ “ ーー 
昨季 まで 96 号 車 の サポ ー ト 役 を 担っ て いた イン ギン グ が 、 新 た な チ 
ー ム と し て 86 MC で 参戦 。GT500 や スー パー フォ ー ミ ュ ラ で の チ 
ャ ン ピ オ ン 経 験 が ある 田中 耕太 郎 エ ンジ ニア の 加入 に も 注目 が 集 ま 
る 。 タ イヤ も BS で 、「 最強 の パッ ケー ジ | と 恐れ られ る 存在 だ 。 
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3 年 ぶり の GT300 復 帰 

と な っ た 柳田 。 全 体 の ト 

ッ プ タイ ム は 加藤 の 記録 

2 放っ ER ジョ ンタ ニ ビ ンー) 6 の 

雨 の 前 半 に は 柳田 が トッ 

プ に 立 ヲ で て いた 。GT500 

と GT300 で それ ぞ れ 2 
- 回 の タイ トル 獲得 。。 エ ヴ ーー 
人 edi cyEs 。 ーー 三 mm = ーー Es 
目 の タ イト ル は ある か 2? . 


86 MC で 16 年 シー ズン の チ 
ャ ン ピ オ ン に な っ た つちや エ 
ンジ ニア リン グ が 一 ボル シェ 
(Sewe る 5 イン ナナ IMCG 
は 車両 特性 も 重量 も 異な り 、 
タイ ヤ 開 発 が 急 が れる 。 それ 
が 進め ば 、 必 ず タ イト ル 和 争い 


PoE ンー ョ ッッ バ ジン まで GID に 加わ っ て くる 1 台 だ 。 


300 ク ラス に 参戦 し 、18 
年 と 19 年 は BMW _M4 
GT4 で ブラ ン パ ン GT ア 
ジア を 戦っ て いた スタ デ 
ィ が 復帰 。14 年 か ら 17 
年 も 在籍 し て いた 訪 と 、 
PCCJ の ジェ ント ルマン 8 
クラ スチ ャ ン ピ オ ン の 山 」 こ 
ロロ が コン ビ を 組む 。 3 
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周 2020 ス ー パ ーGT 公式 テス ト GT300 


人 85009 Pos. | No. | Car Morel 

2 ン ン 0 26 2 ニタ クス LOTUS EVORA MC 

21 Hitotsuyama Audi R8 LMS Audi R8 LMS 

61 SUBARU BRZ R&D SPORT SUBARU BRZ GT300 

31 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 
RUNUP RIVAUX GT-R NISSAN GT-R NISMO GT3 

34 Modulo KENWOOD NSX GT3 Honda NSX GT3 

96  K-tunes RC F GT3 LEXUS RC F GT3 
SAITAMATOYOPET GB GR Supra GT TOYOTA GR Supra 
リア ライ ズ 日 産 自 動車 大 学校 GT-R NISSAN GT-R NISMO GT3 
JLOC ラン ボル キ ギー ニ GT3 Lamborghini HURACAN GT3 
ADVICS muta 86MC TOYOTA 86 MC 
TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 
Studie BMW MG6 BMW M6 GT3 
arto RC F GT3 LEXUS RC F GT3 
GAINER TANAX ITOCHU ENEX witn IMPUL NISSAN GT-R NISMO GT3 
HOPPY Porsche PORSCHE 911 GT3 R 
グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG Mercedes AMG GT3 
GAINER TANAX GT-R NISSAN GT-R NISMO GT3 
た か の この 湯 RC F GT3 四 選 XMUS CE GS 
PACIFIC NAC D station Vantage GT3 Aston Martin Vantage GT3 
ARTA NSX GT3 Honda NSX GT3 
マッ ハ 車 検 GTNET MC86 マッ ハ 号 TOYOTA 86 MC 
UPGARAGE NSX GT3 Honda NSX GT3 
LEON PYRAMID AMG Mercedes AMG GT3 
エヴァ RT 初 号 機 X Works R8 Audi R8 LMS 
T-DASH ラン ボル ギー ニ GT3 Lamborghini HURACAN GT3 
SYNTIUM LMcorsa RC F GT3 上 X0US IRC EGG 
植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R NISSAN GT-R NISMO GT3 
アー ルキ ュー ズ AMG GT3 Mercedes AMG GT3 
ARNAGE AMG GTS3 Mercedes AMG GT3 


ミシュ ラン が GT300 で は 6 年 ぶり に タ 
イヤ を 供給 。 岡 山 テ スト で は 9 号車 と 
60 号 更 き その (の ya ド ICNE 信 5 
着け た が 、 ド ライ で は 下位 に 。 課題 は 
残る が 、 ス ー パ ーGT で の 実績 は 充分 
新た な タイ ヤ 戦 争 が 始ま る 。 
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第 1 回 一 コン ポー ネン ト 解 説 編 


第 3 回 一 - 動 的 特性 編 (本 誌 No.1528 4 月 10 日 発売 号 ) 
( 〇 ) 第 4 回 一 - 実践 編 (本 誌 No.1529 4 月 24 日 発売 号 ) 


ま 1 ! | 1 
ーー ニー し = 性 遇 
半 必 二 入 - ー- 


@ | 


る 二 さだ っ ・】 デン 


MM 上 


マー テッ マ マッ ー 


カニ カル グリ ルス 話 界 


いま こそ 知っ て お きた い レ ー シ ン グ カ ー の サス ペ ベンション 


メカ ニカ ル グ リ ッ プ を 発生 きせ る た め に は 
関連 する コン ポー ネン ト を いか に 活用 する か が 重要 に な る 
タイ ヤ と 路面 の 間 に 充 分 な 摩擦 力 を 発生 させ る た め に 
サス ペン ショ ン を "セッ ティ ング "を し て いく の だ 

その セッ ティ ング 方 法 は さま ざま な 種類 が 存在 し て いる 

第 2 回 目 か ら は 代表 的 な も の を 解説 し て いこ う 

rext : 世良 耕太 (Kota Sera) Illustration : アラ ブル カ (ALABULKA) 


photo : 鈴木 紳 平 (Shimpei Suzuki) ノ 工 藤 崇 弘 (Takahiro Kudoh) 
TM / Red Bull / Sutton 


講師 森脇 基 泰 Motoyasu Moriwaki 


1969 年 に 本 田 技 研 工 業 株 式 会 社 に 入社 し 、 本 田 技 術 研究 所 に 配属 され る 。 ホ ン 
ダ 退 社 後 は 英国 に 渡り 、 レー シン グ カ ー コ ンス トラ クタ ーGRD 社 で 日 本 人 初 の チ 
ー フ デザ イナ ー と し て 活躍 し た 。 帰国 後 は ノバ ・ エ ンジ ニア リン グ に 入社 し 、 取 
締 役 を 務め る 一 方 、 技 術 部 長 と し て 自ら チー ム の 陣頭 指揮 も 執る 。 多 彩 な 経験 と 
見 識 を 活か し 、F1 解 説 や モー ター スポ ー ツ 専門 誌 で も 活躍 し て いる 。 
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AllghMMeIt&60IHCI Welght 


左右 対称 が 基本 。 数 値 が ずれ て いな いこ と が 確認 で きる まで ひたすら 作業 


[アラ イメ ント (alignment)」 を 直訳 すれ ば 「 並 べ る こと | | 整列 させ 
る こと | に な る が 、 自 動車 用 語 で は [車輪 の 取り 付け 具合 を 調整 する こ 
と | を 意味 する 。 そ の 際 、 左 右 対称 に な っ て いる こと が 重要 だ 。 
[クル マ も レー シン グ カ ー も 同じ で 、 大 事 な の は 左右 対称 で ある こと 。 
タイ ヤ が 真っ 直ぐ 前 を 向い て いた ら 、 き ちん と 真っ 直ぐ 向い て いて ほし 
い 。 こ れ が 基本 で す ]」 

た と えば 、 右 と 左 で 異な る 角度 や 寸法 が 与え られ て いた と する と 、 ク 
ル マ は 真っ 直ぐ 走ら な い 。 そ れ で は 困る の だ 。 主 な 用 語 は 別項 で も 解説 
する と し て 、 ア ライ メン ト 調 整 を 行なう 際 の 10 個 の 項目 を 右 に 挙げ る 。 

⑦ に 「 再 び 車 高 を 合わ せる |] と ある の は 、 キ ャ ン バ ー を 付け る と 面 圧 
が 変わ り 、 タ イヤ の つぶ れ 方 が 変わ っ て 車 高 が 変わ る か ら だ 。⑨ は コー 
ナー ウエ イト を 出す 作業 だ 。 左右 の ウエ イト が ずれ て いた ら 調 整 する 。 
| な ぜ そ ん な こと を する か と いう と 、 た と えば は 左 が 100kg で 右 が 120kg 
だ と する と 、100kg の ほう が 簡単 に ロッ ク し て し まい ます 。 コ ー ナ リン 


グ 時 は 、 タ イヤ に か か る 荷重 に 余裕 が 必要 に な る 。 左前 輪 が 100kg、 


右前 輪 が 120kg だ と する と 右 旋回 で は オー バー、 左 旋回 で アン ダー が 出 
ます 。 ハ ンド リン グ が ぐち ゃ ぐち ゃ に な っ て し まう の で 、 左右 の 荷重 を 
110kg な ら 110kg と 必ず 同じ 数 字 に 合わ せま す 。 リ ヤ も 同じ で す ] 

コー ナー ウエ イト を 合わ せる 理由 の 第 1 は 、 ブ レー キン グ 時 に 片側 だ 
け ロ ッ ク す る の を 防ぐ こと 。 第 2 に 、 コ ー ナ ー を 曲がる と き の ハ ンド リ 
ング を 左右 で 同じ に する た め だ 。 


クル マ を 水平 な 路面 に 設置 する 
車 高 を 出す 

車体 の 中 心 と 平行 に 各 4 輪 を 合わ せる 
トー イン (トーア ウト ) を 合わ せる 

キャ スタ ー を 合わ せる 

キャ ン バ ー を 合わ せる 
再び 車 高 を 合わ せる 


(④ て ⑥ の 数 値 が ずれ な いこ と を 確認 で きる まで 、 作業 を 繰り 返す 


4 輸 を 水平 に 設置 され た 笠 の 上 に 載せ る 
4 輪 の 荷重 を 計測 し 、 左右 が ずれ て いた ら 調 整 す る 


右 は 1970 年 代 の アラ 凍 計 

イメ ント の 様子 だ 。 現 が / 
代 の よう に デジ タル が 
普及 し て いな か っ た 時 
代 は アナ ログ な 方 法 で 
衝 導 お 私 て いた 。 た 敵 
し 、 時 が 経っ た と は い 千 
え 地 道 に 作業 を 続け る 
と いう 面 に 関し て は 、 人 
いま も 昔 も 変わ ら な い 。 請 記 
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アラ イメ ント の 基本 


クル マ の 前 後 4 輪 は 常に 車体 の 中 心 線 に 対し て 
均等 で ある こと が アラ イメ ント の 基本 だ 。 中心 
線 に 対し て 左右 の 寸法 が 異な っ て いた ら 、 ス テ 
アリ ング の 中 心 位置 が 異な っ た 状態 で 走行 する 
と と に な っ とし まう 。 
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机 や 椅 才 な ど に 置き 換え る と イメ ー ジ 
し や すい が 、 本 来 、 4 点 接 地 の も の は 
床 に 対し て わずか に 脚 の 長 さ が 違う だ 
陣 692p き が 田 で 不安 定 に な る 。 そ 
の 点 で は 3 点 接 地 の ほ う が (水平 が 出 
中 9 が は ほ 別 と し て ) 安定 し て いる 。 
これ は 四 輪 自動 車 に も 当て は まり 、 不 
安定 な 状態 を 生ま な いた め に コー ナー 
ウエ イト や アラ イメ ント を 計測 ・ 調 整 
する 必要 が ある 。 


コー ナー ウエ イト と ハン ドリ ング 


本 アン ダー ステ ア 
オー バー ステ ア に Ma 
を 6 
い の パ 
いい a 多 
い 
ぐ で 旬 
め 欠 
き H 


100kg 120kg 100kg 120kg 


ヨー ナー ウエ イト が 異な っ て o ウ 7 
る 場合 、 タ イヤ ロッ ク に 加え て 

ハン ドリ ング に も 影響 を お よ ぼ 

す 。 タ イヤ は も と も と 受け 持て 

る 荷重 が 決ま っ て いる 。 し か し 、 

仮に 右 フ ロン ト の ウエ イト が 重 

か っ た 場合 、 コ ー ナ リン グ 時 に 

荷重 を 受け 持つ こと が で き な く 100kg 120kg 
な っ て し まう た め 、 ア ンダ ー ス 

テア の 症状 が 出 て し まう 。 


間 akeile 還 echamlcalerlp. 選 


トー アウ ト は 反応 が 良く な り 


トー イン 


| 

| | 
トー アウ ト | 
| 


先端 の 向き で 効果 が 変わ る 


トー イン ・ ト ー ア ウト は 車体 の 中 心 線 に 対し て 、 タ イヤ の ト 
ー (つま 先 ) が 向い て いる 角度 を 示す 。 ク ル マ が 停止 し た 状 


トー イン は 直進 安定 性 が 増す 


[トー (toe)」 は つま 先 の こと で 、 ク ル マ の 
セッ ティ ング で 使う 場合 は タイ ヤ を 上 か ら 見 
た と き の 、 先端 の 向き を 指す 。 タ イヤ が 内 側 
に 向い て いる こと を 「 ト ー イ ン 」、 外 側 に 向 
いて いる こと を 「 ト ー ア ウト 」 と いう 。 

[タイ ヤ に トー を 付け る こと は 、 ハ ンド ル を 
切っ た の と 同じ こと で す 。 トー を 付け た 方 向 
に 曲がっ て いき ます 。 た と えば 、 トーア ウト 


態 で 角度 を つけ て お く 。 た だ し 、 単 純 に トー の 向き だ け 変 え 
る と 直進 で も フラ つく 、 不 安定 な クル マ に な っ て し まう 。 


間 akelle 間 EEhamleal6rlB. 己 


キャ ン バ ー は 車両 を 前 か ら 見 た と き の タ イ 
ヤ の 向き を 指す 。 上 が 縮まっ て ハ の 字 に な っ 
た 状態 を 「 ネガ ティ ブ キ ャ ン バー」、 下 が 縮 ま 
っ た 状態 を |「 ポジ ティ ブ キ ャ ン バー」 と 呼ぶ 。 
[タイ ヤ に キャ ン バ ー を 付け る と 、 直 進 し ま 
せん 。 円 すい を 転がす の と 同じ で 、 ネ ガ テ ィ 
ブ キ ャ ン バー を 付け た フロ ント タイ ヤ は 、 常 
に クル マ の 中 心 方 向 に 向かっ て 曲 が ろ うと し 
ます 。 だ か ら 、 トー アウ ト を 付け て その 動き 
を キャ ン セ ル し ます ] 

キャ ン バ ー と トー は セッ ト で 考え る こと が 
多い 。 コーナー で 車体 が ロー ル し た 際 、 外 側 
の タイ ヤ の 形状 変化 を 少な くし 、 接 地面 積 を 
最大 限 確 全 す る た め 、 フ ロン ト タ イ ヤ に は ネ 


を 付け た フロ ント の 両 タ イヤ は 、 ク ル マ の 外 


ガ テ ィ ブ キ ャ ン バー を 付け る の が 一 般 的 だ 。 
と ころ が ネガ ティ ブ キ ャ ン バー を 付け る と タ 
イヤ は 中 心 に 向かっ て 曲 が ろ うと する の で 、 
その 曲 が ろ うと する 動き を キャ ン セ ル す る た 
め に トー アウ ト を 付け る の だ 。 一 方 、 リ ヤ タ 
イヤ に は 大 き な ネ ガ テ ィ ブ キ ャ ン バー を 付け 
な い 。 リ ヤ タ イヤ は フロ ント に 比べ て (一 般 
的 に ) 太い の が 理由 の ひと つ で ある 。 
[幅広 い タ イヤ の 全幅 を 有効 に 使い た い の で 
す が 、 キ ャ ン バ ー を 付け る と 接地 幅 が 狭く な 
っ て し まい ます 。 だ か ら 、 リ ヤ に は ネガ ティ 
ブ キ ャ ン バー を あま り 付 け ま せん 。 トー は ゼ 
ロロ 、 も し く は 少し トー イン に し て 、 動 き を 安 
定 さ せま す ] 


キャ スタ ー 角 の 大 き さ は キャ ン バ ー 角 と 比例 
ロー ル で 減っ た キャ ン バ ー を 補う 


フロ ント タイ ヤ を 転 能 する 際 の 回 転 軸 を 「 キ ング 
ピン 軸 ] と いい 、 後 ろ に 傾い た キン グ ピ ン 軸 の 傾き 
の こと を 「 キ ャ スタ ー 角 | と いう 。 自転 車 も 同様 だ 。 
ハン ドル か ら 前 輪 の ハブ に 伸び る フォ ー ク が 後ろ に 
傾い て いる の が 分 か る だ ろう 。 そ の 状態 が キャ スタ 
ー だ 。 そ し て 、 そ の キャ スタ ー は タイ ヤ の 中 心から 
ずれ て いる 。 ハ ンド ル か ら 真 っ 直ぐ ハブ に 伸び ず に 、 
軸 が ずれ て いる は ず (フロ ント フォ ー ク が 緩く 湾曲 
し て いる は ず ) だ 。 軸 か ら ず れ て いる こと に よっ て 
荷重 点 が 後ろ に な り 、 安 定 し て 直進 で きる の だ 。 

この 軸 か ら の ずれ を キャ スタ ー ト レー ル と いう 。 
キン グ ピ ン 軸 の 延長 線 が 路面 と 交わ る 点 と 、 タ イヤ 
接地 中 心 と の 距離 の こと だ 。 直進 安定 性 を 高め る た 
め に キャ スタ ー ト レー ル を 大 きく する ほど 、 ハ ンド 


ル は 重く な る 。 


[キン グ ピ ン 角 度 を サー キッ ト ご と に 変更 する こと 


ネガ ティ ブ 側 に 変化 する 。 ロ ー 
ル に よっ て 減っ た キャ ン バ ー を 
補い 、 タ イヤ の 接地 面積 を 確保 
する の に 有効 だ 。 


キャ スタ ー 角 の 有効 性 


キャ スタ ー を 付け る こと は タイ ヤ の 接地 面積 
を 確保 する の に も 有効 。 最近 の ドイ ツ 系 の ク 
ル マ で は キャ スタ ー を 大 きく 付け て 、 少 な い 
ステ アリ ング の 切れ 角 で コー ナリ シン ツ フ フォ ー 
ス を 発生 させ る セッ ティ ング が され て いる 。 


T06 


側 に 向かっ て 曲がっ て いこ うと し ます 。 見 方 
を 変え る と 、 タ イヤ を 常に 緊張 させ る こと に 
な り ま す ] 

タイ ヤ が 常に 緊張 し た 状態 に ある の で 、 ト 
ー ア ウト を 付け る と 、 ク ル マ の 向き を 変更 さ 
せよ うと ステ アリ ング を 切っ た 際 に 反応 が 良 
く な る と いう 効果 が ある 。 反対 に 、 トーイ ン 
を 付け る と クル マ の 直進 安定 性 が 増す 方 向 に 
な る 。 


フロ ント は ネガ ティ ブ キ ャ ン バー が 一 般 的 
一 方 、 リヤ は トー ゼロ 、 もしくは 少し の トー イン 


の フォ キャン パ 
キャ ン バ ー 9 ー 


キャ ン バ ー の 役割 


キャ ン バ ー は タイ ヤ を 正面 か ら 見 た と き の 傾き を 示す 。 フ 
ロン ト タ イ ヤ が 操縦 性 を 受け 持つ 一 方 、 リ ヤ タ イヤ は 駆 
動 と 安定 性 を 受け 持つ 。 そ の た め リ ヤ タ イヤ は キャ ン バ 
ー を つけ ず 、 接 地面 を 安定 させ る の が 一 般 的 だ 。 


間 akkiBe 間 6elamlcal6rlp. どど 


は 、 あ まり し ませ ん が 、 小 さ な キ ング ピン 角度 (前 
か ら 見 た と き ) と 、 大 き な キ ャ スタ ー 角 の 組み 合わ 
せ は 、 大 能 角 を 要求 する コー ナー で は 有効 で す 。 キ 
ャ スタ ー を 付け た 状態 で ハン ドル を 切る と 、 も っ と 
ネガ ティ ブ キ ャ ン バー に な る か ら で す ] 

キャ ン バ ー 角 は キャ スタ ー 角 の 大 き さ に 比例 し て 


/ 


キャ スタ ー ト レー ル 


S.6/Z7 


問 akethe 敵 eehamlealerl. 選 


モー ショ ン レ シオ と は ? 


クル マ が 1 G 状 態 で ダン パー・ ス プリ ング ユニ ッ ト に 
変化 は な いも の を 基準 と する (①) 。 タ イヤ が 動く と ダ 
ン パ ー・ ス プリ ング ユニ ッ ト も 動く (②)。 ダ ン パ ー・ 
スプ リン グ ユ ニッ ト が 動い た 量 (③) と タイ ヤ が 動い 
た 量 (④) の 比率 が モー ショ ン レ シオ と な る 。 


タイ ヤ が 15mm、 ス プリ ング が 10mm 
動い た と き の MR は 0.6666 


モー ショ ン レ シオ は 、 サ スペ ンション 
を 構成 する 部 品 の 、 動 き の 量 の 比率 を 指 
す 。 ス プリ ング が 動い た 量 に 対す る タイ 
ヤ の 動く 量 は スプ リン グ ・ モ ーション レ 
シオ 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー が 動い た 量 
に 対す る タイ ヤ の 動く 量 は ショ ッ ク ア ブ 
ソー バー・ モ ーション レシ オ 、 ア ンチ ロ 
ー ル バー が 動い た 量 に 対す る タイ ヤ の 動 
く 量 は アン チロ ー ル バー・ モ ーション レ 
ン オ と な る 。』。 

た と えば 、 タ イヤ が 15mm ス トロ ー ク 
し た と き に スプ リン グ が 10mm 動 いた と 
き の ス プリ ング > ギー ショ ン レ ン オ は 
0.6666 (10 プ 15=2/3) に な る 。 
[覚え て お いて いた だ きた い の は 、 シ ョ 
ッ ク ア ブ ソ ー バ ー は ほとん どの 場合 スプ 
リン グ と 一 緒 (同軸 ) に な っ て いる の で 、 


サス ペン ショ ン の リン ク や アー ム の 配置 で 


タイ ヤ の 軌跡 が 決ま る 


| ジオ メト リー (geometry)」 を 日 本 語 に 訳す と 「 幾 
何 学 |] に な る 。 で は 、 幾 何 学 と は な ん ぞ や と 疑問 に 
思っ て 辞書 を 引い て みる と 、「| 図形 や 空間 の 性 質 を 
研究 する 学問 ] (| 角川 必携 国語 辞典 ]】 角川 書店 ) 
と 出 て いた りす る 。 クル マ の 設計 や セッ ティ ング で 
ジオ メト リー と いう 場合 は 、 サ スペ ンション の リン 
ク や アー ム の 配置 で 決ま る タイ ヤ の 軌跡 を 指す 。 
リン ク や アー ム の 長 さ を 変え た れ ば 、 タ イヤ が 上 下 
し た 際 に 動く 軌跡 が 変わ る 。F1 で 一 般 的 な ダブ ル 


この 場合 ショ ッ ク ア ブ ソ ー パ バー・ モ ー シ 
ョ ン レ シオ も 0.6666 に な り ま す 。 ア ン 
チロ ー ル バー は 別 の と ころ に 付い て いる 
の で 、 別 に 計算 する 必要 が あり ます ]」 
動く 量 と 荷重 が 裏返し の 関係 に な る の 
が 、 モ ーション レシ オ の ポイ ント だ 。 ス 
プリ ング ・ モ ーション レシ オ が 0.6666 
の と き 、 タ イヤ に 掛か る 荷重 が 10kg だ 
と する と 、 ス プリ ング に 掛か る 荷重 は 
15kg に な る 。 

モー ショ ン レ シオ が 分 か れ ば 、 タ イヤ 
点 で の ば ね 定数 (スプ リン グン アン チロ 
ー ル バー) と 減衰 力 (ショ ッ ク ア ブ ソ ー 
バー) を 求め る こと が で きる 。 そ の 際 、 
減衰 力 は モー ショ ン レ シオ の 1 乗 で いい 
が 、 ば ね 定数 は モー ショ ン レ シオ を 2 乗 
する 必要 が ある こと を 覚え て お きた い 。 


還 aketle 間 eclamlcal6ilp. 選 


ウィ ッシュ ボー ン 式 サス ペン ショ ン の 場合 は 、 ト ッ 


プア ー ム と ロワ ー ア ー ム の 車体 側 の 取り 付け 点 、 そ 
れ に アッ プラ イト 側 の 取り 付け 点 の 位置 関係 に よっ 


CC0HN6IIY 


て タイ ヤ が 上 下 し た と き の 軌 跡 が 変わ り 、 軌 跡 が 変 


わる と 接地 面積 が 変わ る 。 


[サス ペン ショ ン ア ー ム の 長 さ や 取り 付け 点 の 位置 
に より 、 タ イヤ の 動き を 最適 化し 、 接 地面 積 を 最大 
限 に する こと | と 森脇 基 恭 さん は ジオ メト リー の 基 


本 を 説明 する 。 


左 は SF14 の リヤ の 足 ま わり だ 。 モ ノコ ッ ク 側 に は 下 
記 の 図 の よう に アッ パー アー ム と ロワ アー ム の つけ 根 
に 取り 付け 点 を 持つ 。 そ れ ぞ れ 上 下 3 カ 所 の 穴 を 備え 、 
その 組み 合わ せ で ジオ メト リー の 調整 を 行なう 。 
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今年 は 9 月 に 開催 へ 


FPPHTEPULLLLULLEELLLLEELLLLELELLLLLLPLLLLLLELLLLLITLLETULLPLLUEEEELLLTELLLUITELLLLLLLLLLLLLLLLLLEELLLLLLLEL 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


ル ・ マ ン 24 時 間 を 主催 する ACO が 3 月 19 日 、 


2019/20 年 シー ズン の WEC 最 終戦 で あ 
る 第 88 回 ル ・ マ ン 24 時 間 に つ いて 、 新 型 コ ロナ 
ウイ ルス の 影響 に より 、 決 勝 レ ー ス の 開催 日 を 9 
月 19ー20 日 に 延期 する と 発表 し た 。 
世界 三 大 レー ス の ひと つ に 数 えら れ 、 例 年 夏至 
に も っ と も 近い 6 月 の 中 旬 に 開催 され る ル ・ マ ン 
24 時 間 。 今 年 は 6 月 13ー14 日 に 決勝 が 開催 され 
る 予定 だ っ た 。 し か し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 
症 が ヨー ロッ パ で も 流行 し て お り 、 フ ラン ス 国 内 
で は 外出 禁止 令 が 出さ れる 事態 に まで 発展 。 そ う 
し た 状況 を 受け 3 月 19 日 、ACO と FIA が 健康 上 
の 理由 と 現在 の 制限 の 結果 と し て 、 第 88 回 と な 
る 20 年 の レー ス を 延期 する と 発表 する に 至っ た 。 
新た に 設定 され た スケ ジュ ー ル は 9 月 19~20 
日 が 決勝 日 と な る が 、 近 年 WEC で は 年 を また ぐ 
形 で 開催 され 、 ル ・ マ ン は その 最終 戦 と し て 位置 
づけ られ て いた 。 そ の た め 、19/20 シー ズン が 


久 007 


な お 、 ニ ュ ル ブル クリ ンク 24 時 
間 は 9 月 24<27 日 に 日 程 が 変 
更 さ れ た 。 こ ご これ に より 、 昨 年 同 詩 
様 ル ・ マ ン と ニュ ル が 連戦 " 
と な り 、LM GTE に 参戦 する ド 
ライ バー た ち は 今 年 も タイ ト な 
スケ ジュ ー ル に 悩ま され る こと 
に な り そ う だ 。 
9 月 まで ずれ 込む こと に な る 。 

また 、 ル ・ マ ン 24 時 間 の リス ケ ジ ュ ー ル に と 
も な い 、ACO は WEC の シー ダン 9、 ヨ ー ロ ピア 
ン ・ ル ・ マ ン 、LMP3 と GT3 で 争わ れる ミシュ 
ラン ・ ル ・ マ ン ・ カ ッ プ 、 リ ジェ ・ ヨ ー ロ ッ パ ン 
リー ズ の 今後 の カレ ンダ ー の 改訂 が 行なわ れる と 
明らか に し た 。 さ ら に 、 こ の 困難 な 時 期 に お いて 、 
医療 従事 者 へ の 支援 を より 一 層 行 な いた いと も 表 
明 し て いる 。 

[も と も と 6 月 13~14 日 に 予定 され て いた ル ・ 
マン 24 時 間 を 延期 する こと は 、 我 々 が いま 経験 
し て いる 例外 的 な 問題 に 直面 する に あたっ て の 、 
適切 な 解決 策 だ 。 イ ベン ト の 安全 性 や クオ リティ 


「 ニ ッ サ ン ン ニス モ の 柱 は 
今年 も FE と スー パーGT」 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


産 目 動車 (ニッサン) は 3 月 17 日 、 


現在 イン フィ ニテ ィ の グロ ー バ ル 
モー ター スポ ボ ポーツ / パ フォ オー マン スプ ブ 日 
ジェ クト ダイ レク ター を 和 務め て いる トマ 
ソ ・ ヴ ォ ル ペ が 、 4 月 1 日 付 で ニッ サン 
の グロ ー バ ル モ ー タ ー ス ポー ツ ダ イレ ク 
ター に 就任 する と 発表 し た 。 
ニッ サン の グロ ー バ ル モ ー タ ー ス ポー 
ツ ダ イレ クタ ー は 、 同 社 が 展開 する フォ 


ー ミ ュ フ ラフ ヒ や スー パーGT GT500 ク ラス 、 


GT3 プ ログ ラム の モー ター スポ ー ツ 活 
動 を 全 世界 的 に 統括 する 役職 。 3 月 末 ま 
で グロ ー バ ル モ ー タ ー ス ポー ツ ダ イレ ク 
ター を 務め る マイ ケル ・ カ ルカ モ は 、 
2016 年 に 前 任 の ダレ ン ・ コ ックス か ら 
その 職 を 引き 継ぎ ず 、 フ ォ ー ミ ュ ラ E ヒ プロ 
グラ ム な ど を 率 引 し た 。 

新た に 就任 する ヴォ ル ぺ は 、14 年 か 


ら イ ン フ ィ ニ ティ の モー ター スポ ー ツ 部 
門 を 率い て お り 、F1 に お ける 同 ブ ラン 
ド の 展開 な ど を 手がけ た 。 今後 は イン フ 
ィ ニ ティ に 加え 、 ニ ッ サ ン の グロ ー バ ル 
モー ター スポ ー ツ も 担当 する 。 

[ニッ サン の グロ ー バ ル モ ー タ ー ス ポー 
ツ プ ログ ラム を リー ド す る こと に な り 、 
ご て も ウン ツク し て いる まお 。 ラ フォー ミュ 
ラチ ー ム は 、 前 任 の カル カモ と チー ム 
の 献身 的 な 取り 組み の お か け で 、 多 く の 
素晴らし い 成 果 を あげ た ]」 

[ニッ サン と ニス モ は 、 今年 も フォ ー ミ 
ュ ラ EE と スー パーGT の ワー クス 活動 を 
二 本 柱 と し 、 カ スタ マー レー シン グ プ ロ 
グラ ム に も 引き 続き 技術 支援 を 行なう 。 
も ちろ ん 、 イ ン フ ィ ニ ティ も グロ ー バ ル 
な プロ グラ ム を 追求 する し 、 両 者 の 相乗 
効果 も 期待 で きる と 考え て いる 」 


を 保つ た め に 、 あ ら ゆ る 努力 を 行なう こと は 言う 
まで も な い | と ACO の ピエ ー ル ・ フ ィ ヨ ン 会 長 
は 語っ た 。 

[まず 、 自 分 自身 と 家族 、 周 囲 の 人 々 が リス ク を 
負わ な いよ うに 皆 に お 願い し た い 。 い ま 、 ウ イル 
ス の 感染 拡大 を 止め る こと が 重要 な 課題 だ 。 ま た 、 
我々 の 健康 を 守る た め に 働く すべ て の 医療 関係 者 
に 感謝 し た い ] 

長き 伝統 を 誇る ん ・ マ ン 24 時 間 は 、 第 二 次 世 
界 大 戦前 の スト ライ キ 、 第 二 次 大 戦 と 戦後 復興 に 
と も な う 中 止 以外 は 開催 が 続い て いる 。 今年 も 中 
止 で は な く 延 期 と いう 判断 に まず は 安 増 し た いと 
この だ の ろう 。 


今季 は 第 5 戦 マ ラ ケ シ ュ 終 了 時 点 で チー ムラ ン キ ング 4 位 と な っ て いる ニッ サン 。 今 シ ー ズ 
ン の 中 間 レ ビュ ー は P66 か ら 掲 載 し て いる 。 


新た に グロ ー バ ル モ ー タ ー ス ポー ツ ダ イレ クタ ー に 就任 する ヴォ ル ペ 。 カ ルカ モ は 今後 、 ス 
ポー ツ カ ー の プロ グラ ムダ イレ クタ ー を 担当 する 。 


川上 E 世 IDG 世 


Photo : イゴール ・ フ ラガ (gor Fraga) XPB NASCAR NISSAN TOYOTA 


レッ ドブ ル Jr. を 
打倒 し た フラ ガ が 
レッ ドブ ル Jr. 入 り 


7 / 


Text : autosport web 。 ん 記 リ 24 ル 7 の 75W の 


レッ ドブ ル 傘 下 と な っ た フラ ガ 。 こ ご 
れ で レッ ドブ ル ・ ジ ュ ニ アド ライ バ 
ー は 、 3 月 16 日 時 点 で 角田 裕 毅 ら を 


は じ め 9 名 と な っ て いる 。 


1 月 1@⑥ 目 、 レ ッ ド ラル * ジュ ニア チー ム は 、 


ブラ ジル 人 ドラ イ バ ー の イゴール ・ フ ラガ 

が 新た に チー ム 加 入 し た こと を 発表 し た 。 
現在 22 歳 の フラ ガ は 日 本 出身 で 、SNS 上 で は 
た び た け 日 本 語 で 情報 を 発信 し て いる 。 そ ん な 若 
手 ド ライ バー は 2017 年 に ブラ ジル F3 の アカ デミ 
ー ク ラス で タイ トル を 獲得 する と 、 翌 18 年 に は 
FIA グ ラン ツー リス モ 選 手 権 ネ イン ショ ンズ カッ プ 


の 初代 王者 に 輝い た 。 

昨年 は FIA 公 認 の リー ジョ ナル F3 選 手 権 で ある 
プ ネ キー ミュ ユラ リー ショ ナル ョ ヨー ロロ ピア シ * チ 
ャ ン ピ オ ンシップ に 参戦 し 、 ラ ン キ ング 3 位 。 ま 
た 、 こ の 冬 に ニュ ー ジ ー ラ ンド で 実施 され て いる 
トヨ タ ・ レ ー シ ン グ ・ シ リー ズ に エン トリ ー す る 
と 、 レ ッ ド ブル ・ ジ ュ ニ ア で 昨年 王者 の リア ム ・ 
ロー ソン を 抑え て ドラ イ バ ー ズ タイ トル を 手 に し 


た 。 そ し て 、 レ ッ ド ブル ・ ジ ュ ニ アド ライ バー の 
仲間 入り を 果たし た 今後 は 、 チ ャ ロウ ズ ・ レ ー ン シ 
ング シス テム か ら FIA F3 選 手 権 に ステ ッ プ アッ 
プ す る こと が 決ま っ て いる 。 

な お 、 世 界 中 で 流行 し て いる 新型 コロ ナウ イル 
ス の 影響 に より FIA F3 選 手 権 の 開幕 戦は 延期 と 
な る こと が すでに 発表 済み 。 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル 
は 現在 調整 中 だ 。 


コロ ナ で 広がる “公式 6 レーシング "の 波 


Text : 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


界 規 模 で 感染 が 拡大 し て いる 新型 コロ ナウ 
イル ス 。 さ ま ざ ま な イベ ント が 中 止 や 延期 
を 余儀 な くさ れ て いる が 、 屋 外 で 行なわ れる モー 
ター スポ ー ツ も その 例外 で は な く 、F1 を は じ め 
あら ゆる シリ ー ズ が その 影響 を 受け て いる 。 そ ん 
な な か 、 フ ァ ン に 向け て レー スシ ミュ レー タ を 用 
いた 『 バ ー チ ャ ルレ ー ス 』 を 開催 し よう と いう 3 動 
き が 世界 中 に 広まっ て きた 。 
モナ コ GP まで の 序盤 7 戦 の 延期 が 決ま っ て い 
る F1 で は 、 3 月 20 日 に 『F1 E ス ポー ツ ・ バ ー 
チャ ル ・ グ ラン プリ ・ シ リー ズ ]| の 立ち 上 げ が 宣 
言 さ れ た 。 イ ギリ ス の コー ド マ ス ター ズ 社 が リリ 
ー ス し た 公式 ゲー ム IF1 2019」 が 使用 され 、 
これ で 現役 ドラ イ バ ー や ゲス ト が 競い 合う 。 
また 、GT3 カ ー に よる 最大 級 の シリ ー ズ 『GT 
ワー ルド チャ レン ジ ・ ヨ ー ロ ッ パ | で は 、 こ ちら 
も 公式 ゲー ム で ある | アセ ッ ト コ ル サ ・ コ ン ペ テ 
ィ ツ ォ ー ネ 】 を 使っ た バー チャ ルレ ー ス が 3 月 
29 日 に 開催 され る 。 実際 に シリ ー ズ を 戦う ドラ 
イ バ ー、 著 名 人 、 バ ー チ ャ ルド ライ バー が 参加 す 
る この レー ス は 、 チ ャ リティ イベ ント と し て 実施 
され 、 エ ント リー の 際 に は 新型 コロ ナウ イル ス に 


対応 し た 基金 に 最低 15 ユ ー ロ を 寄付 する 必要 が 
ある 。 レ ー ス は 3 月 29 日 に フリ ー プ ラク ティ ス 、 
予選 、 決 勝 が 行なわ れる 予定 だ 。 

一 方 、 ア メリ カ で は イン ディ カー・ シ リー ズ が 、 
レー シン グ シ ミュ レー タ の IiRacingl を 利用 し て 、 
参戦 ドラ イ バ ー と ゲス ト に よる レー ス を 3 月 28 
日 か ら 展 開 す る 。 また 、NASCAR も leNASCAR 
iRacing」 と 題し 、 テ レビ 局 を 巻き 込ん だ バー チ 
ャ ルレ ー ス を 展開 する ほか 、IMSA ウェ ザー テッ 
ク ・ ス ポー ツ カ ー・ チ ャ ン ピ オ ンシップ も 同様 の 
イベ ント 開催 に 向け て 動い て いる 。 


ーー っ 


現在 も っ と も リア ル な シミ ュ レ ー タ の ひと つと し て 挙げ られ る 
iRacing。 プロ も 使用 する と いう 話 か ら も 出来 の 良さ が うか が える 。 


現代 の シミ ュ レ ー タ は 完成 度 が 高く 、 ス ー パ ー 
GT で 活躍 する ヤン ・ マ ー デ ン ボ ロー の よう に グ 
ラン ツー リス モ 出 身 の ド ライ バー が いる ほか 、 
2018 年 の FIA グラ ン ツ ー リ スモ 選手 権 ネ イシ ョ 
ンズ カッ プ 王 者 で ある イゴール ・ フ ラガ が FIA 
F3 選 手 権 に 参戦 する な ど 、 近 年 は “リアル” と“ バ 
ーー チャル” の 境界 線 は 薄く な っ て き て いる 。 

ちな み に 「 グ ラン ツー リス モ SPORT』」 に は 、 
現行 スー パー フォ ー ミ ュ ラ マシ ン SF19 が 収録 さ 
れ て いる 。 日 本 で も "面白 い レ ー ス ” が 開催 で き 
る か も し れ な い 。 


3 月 22、23 日 に は 「eNASCAR iRacing Pro Invitational Series』 
が 開催 。 中 継 は FOX Sport が 担当 する 。 
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旧型 の Z4 は 、BMW の GT3 マ シン の ベー ス 車 両 だ っ た 。 日 本 で は ス 
ー パ ーGT GT300 ク ラス な ど で も 活躍 し 、2014 年 に は グッ ドス マ 
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テカ テカ と 反射 する も の だ 
Z4 は ツヤ 消し に な っ て いる 。 メーター 自体 も Z4 で は 全面 液晶 化 され 
スク エア な 形状 に な っ 
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大 き な 絞 り の 入っ た スー プラ より 、 


スー プラ の メー ター パネ ル は 前 回 指摘 し た よう (【 
て いる Z4 の ほう が 使い や すい の は 間違い な い だ ろ う 。 
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トニ ー ドジ ンズ @ Tony Dodgins 


Notiongliy : UNITED KINGDOA 


Translation : 柴田 久仁 夫 (Kunio Shibata) 
Photo : XPB 


感染 発覚 が から の “スピ ー ド 感 " を 冷静 に 振り 返る 


GP 中 止 決定 は 、 本 当 に 遅 過 ぎ た か ? 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 容 患 者 が 出 た こと に より 


金曜 日 の 午前 に 中 止 が 発表 され た 開幕 戦 オ ー ス トラ リア GP 
その 決断 の タイ ミン グ に は 、 各 方 面 か ら 批判 の 声 が 上 が っ て いる 


曜日 の アル バー ト パ ー ク ・ サ ー キ ッ ト で 、 


ルイ ス ・ ハ ミル トン は 詰め か けた ジャ ー 
ナリ スト た ち を 前 に 「(F1 で は ) 金 こ そ が 王様 
だ | と 言い 放っ た 。F1 指導 者 た ち が コ ロナ ウ 
イル ス 感 染 拡大 の 予防 より も 、 目 先 の 儲け を 優 
先 す る こと を ほのめかし た の だ っ た 。 

その 発言 に 勇気 づけ られ た か の よう に 、 記 者 
た ち は そ の 後 次 々 に | 中 止 決定 は あま り に 遅 過 
ぎ た 」| と 、 批 判 を 繰り 広げ た 。 し か し 、 本 当 に 
そう だ ろう か 。 あ えて 言う な ら 、 彼 ら は あま り 


に 、F1 の ロジ ステ ィ ク ス の 側面 を 考え て いな い 。 


F1 スポ ー テ ィング ・ デ ィ レ クタ ー の ロス ・ ブ 
ラウ ン が 後に 説明 し た よう に 「 コ ロナ ウイ ルス 
の 穫 延 は 、 あ ら ゆ る 関係 者 の 想像 を 超え る スピ 
ー ド だ っ た | の で ある 。 

[資材 の 海上 輸送 は 通常 、GP 開 催 の 3 一 4 週間 
前 に 行なわ れる 。 そ の 時 点 は も と より 、 ス タッ 
フ た ち が メ ル ボ ルン 行き の 飛行 機 に 乗っ た 段階 
で も 、 中 止 を 検討 する 状況 で は な か っ た の だ 。 
さら に 言え ば 、 オ ー ス トラ リア は 開幕 戦 と し て 


最高 の 区 台 で も ある 。 レ ー ス 目 体 素晴らし いし 、 


多く の ファ ン の 熱い 応援 も 期待 で きる 。 何 より 
メル ボル ン と F1 、 双 方 へ の 経済 効果 も 非常 に 
大 きい 。 繰り 返す が レー ス 開 催 を 決め た と き の 
状況 は 、 現 在 と は まっ た く 違 う も の だ っ た ]」 
事態 が 刻々 と 変わ っ て いく な か 、 ブ ラウ ン は 
フェ ラー リ 代 表 の マッ ティ ア ・ ビ ノッ ト と ほぼ 
毎日 連絡 を 取り 合っ て いた と いう 。 フェ ラー リ 
が 本 拠 地 を 構え る 北 イ タリ ア は 、 欧 州 で も 最悪 
の 感染 地 に な りつ つ あ っ た 。 ス タッ フ が メル ボ 
ルン に 向かう 飛行 機 に 搭乗 し た の は 、 イ タリ ア 
が 国境 を 閉鎖 する わずか 2 日 前 だ っ た 。 
すでに パー レー ン な ど で は 、 イ タリ ア 人 や 日 
本 人 へ の 入国 規制 が 発動 され て いた 。 開幕 戦 の 
翌週 に バー レー ン で の レー ス を 控え て いた F1 


関係 者 に と っ て は 、 こ れ も 頭 の 痛い 問題 だ っ た 。 


そこ で 彼ら は バー レー ン 政 府 に 特別 ビザ の 発給 
を 約束 させ 、 さ ら に メル ボル ン か ら の 直行 チャ 
ー タ ー 便 も 手配 し た 。 

し か し 、 木 曜日 に マク ラー レン か ら 感 染 者 が 
出 た こと で 、 事 態 は 一 変 。 感 染 者 の ほか 、 濃 厚 


接触 者 14 名 も 2 週間 の 隔離 措置 が と られ た 。 
同 チ ー ム に は 和 棄権 以外 の 選択 肢 は な く 、 不 出場 
は 現地 時 間 木 曜日 の 21 時 30 分 に 発表 され た 。 
パドック で の 感染 者 出現 は 、 悪 夢 と 呼ぶ べき 
も の だ っ た 。 全 チー ム の スタ ッ フ に よる 作業 は 
その 2 日 前 に 始ま っ て いた が 、 そ れ は か な り 密 
集 し た 環境 で 行なわ れ て いた か ら だ 。 ブ ラウ ン 
は それ 以前 に 「 全 チー ム が 出場 し な い 限り 、 レ 
ー ス 開催 は あり 得 な い | と 明言 し て いた 。 
そこ か ら 開 幕 戦中 止ま で は 、 一 気 に 進 ん で い 
っ た 。 プ ラウ ン は | て そ ぼ 土 で の や り 方 は 、 非 常 
に うま くい っ た 」 と 自画 自賛 し た 。 

[陽性 反応 が 出 た と いう 知ら せ を 、 市 内 の レス 
トラ ン で 聞い た 。 1 時 間 ほ ど 仮 眠 を と り 、 シ ャ 
ワー を 浴び て すぐ に サー キッ ト に 戻っ た よ 。 そ 
こ か ら チ ー ム や 医療 関係 者 、FIA や 主催 者 ら 多 
く の 関 係 者 と 話し 合い を 重ね た 。F1 は 独裁 体 
制 じ ゃ な いか ら ね 。 チ ェ イ ス (キャ リーCEO) 
は ベト ナム か ら こ ちら に 向かう 機内 で 連絡 を 取 
り づ ら か っ た し 、 ジ ャ ン ・ ト ッ ド (FIA 会 長 ) 
は 当 ロ ヅ パ に いた 。 そ こ は 大 変 だ っ た が 、 チ 
ー ム 代表 た ちと の 会 議 に こぎ つけ られ た ]」 

し か し 、 話 し 合い は 最初 か ら 紛 組 し 、 意 見 の 


取り まとめ に は 相当 の 時 間 が か か っ た 。 |「 か な 
り ス トレ ス を 感じ る や り 取 り だ っ た だ け に 、 
12 時 間 で まとまっ た の は 上 出来 だ と 思う 」。 


事前 の 想定 が で きた は ず と いう 批判 に 対し て 、 


ブラ ウン は こう 反論 し た 。 

[感染 者 が 出 た 隊 の 対処 法 は 、 も ちろ ん 考え て 
いた 。 し か し 、 そ れ は あく まで 1 人 と か 5 人 と 
か 、 最 多 で も せい ぜ い 10 人 まで の 場合 だ 。 マ 
クラ ー レ ン の 隔離 者 14 人 と いう 数 字 は 、 想 定 
を 大 幅 に 超え る も の だ っ た 。 ま さか ここ まで 拡 


大 する と は 、 誰 も 想像 で き な か っ た は ず 。 い ま 、 


われ われ が 経験 し て いる 事態 は 、 誰 に と っ て も 
未知 の 出来 事 だ 。 私 自身 、 こ れ ま で いろ いろ な 


財政 的 な 問題 や さま ざま な 困難 に 遭遇 し て きた 。 


だ が 、 こ れ ほ どの 規模 は 初め て だ よ ] 


当事者 た ち を 批判 する の は た や すい 。 し か し 、 


今回 の 騒動 は 文字 どおり 1 時 間 ご と に 状況 が 激 
変 し て いっ た こと を 忘れ る べき で は な い 。 今後 
は レー ス 開 催 が 遅れ れ ば 遅れ る ほど 、 チ ー ム の 
財政 状態 は 悪化 し て いく 。 と は いえ 、 同 じ 船 に 
乗り 合わ せる F1 村 の 人 々 は 、 皆 た くま し い 。 
開幕 の 時 期す ら 分 か ら な い 状況 を 、 彼 ら は し っ 
か り 乗 り 越え て いく こと だ ろう 。 
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サム ・ コ リン ズ 


Sam Collins 

F1 か ら GT レ ー ス 、 果 て は 学生 フォ ー ミ ュ ラ まで 幅 
広い 分 野 を カバ ー す る 英国 人 ジャ ー ナ リス ト 。 ス ー 
パーGT や スー パー フォ ー ミ ュ ラ の 情報 に も 精通 し て 
お り 、 近 年 は 英語 圏 向 け 放送 の 解説 も 務め る 。 


プロ ト タ イ プ と コン パク トカ ー が 混 走 一 一 南ア フリ カ で 息づく 熱意 と 奇妙 な 規則 


日 本 に も スー パー 耐久 と い プ "ご っ た 坦 感 ' あ ふれ る シリ ー ズ が 活況 を 呈し て いる が 
南ア フリ カ に は それ を は る か に 超越 し た カオ ス な 耐久 レー スシ リー ズ が 存在 し 、 こち ら も また 人 気 を 憎 し て いる よう だ 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 


Photo : South Africa Endurance Series (Motorsportmedia.CO.Za) 


南ア フリ カ 耐 久 シ リー ズ (SAES) の グリ ッ 
ド を 見 れ ば 、 こ こ に は 規則 と いう も の が まっ た 
く 存 在 し な いと 思う か も し れ な い 。 プ ロト タイ 
gellgg 二 クシ クシ ツク Ci の レニ ラベ 4 シ 
ン な ど が 一 常に 会 する か ら だ 。SAES を 表現 す 
5 ラー ハー シル ご 02 パン ルン ソル 
マン ・ シ リー ズ を 組み 合わ せ 、 さ ら に クラ ブ マ 
ン レ ー サ ー な ど を 混ぜ た よう な も の で ある 。 ど 
う 考 えて も 正気 の 沙汰 で は な い 。 

グリ ッ ド 上 位 を 占め る の は プロ ト タ イ プ マ シ 
ン で 、 排 気 量 3 2 を 境 に 2 クラ ス に 分 けら れ て 
いる 。 中 止 と な っ た 2020 年 シー ズン 開幕 戦 の 
還 二 用 NUUISSUUSNIISNU ン ウン 0 の (の の 0 の 
の プロ ト タ イ プ と と も に 、 地 元 が 生ん だ ナッ シ 
ュ 製 の マシ ン が 名 を 連ね 、 あ る チー ム は 1972 
年 の シェ ブロ ン B26 で 参戦 し よう と し た 。 
一 方 、GT 系 は GT3 と GT4 の 混 走 。 こ の カテ 
ョ コル 計 6 の ラン (IOKO の の (CI 
GT4 の 両 ク ラス に 加え 、 そ の どちら で も な い 
タク の 言い フク ラス もめる この クラ 
2 あめ OO の ウン シス (クン リ 富 ス の マン シン ん 
参加 し て お り 、 運 営 側 は ここ に 合わ せ て ルー ル 
を 策定 し て いる だ け の よう に も 思え る 。 

さら に 、 こ の シリ ー ズ の 破天荒 ぶり を 裏づけ 
る か の よう に 、 プ ロト タイ プ 、GT カー の 背後 
(EE ニコ オン ジウン eSAS VOS gs 
ざま な クラ ス が 存在 し 、VLN マ シン か ら フ ォ 
ルク スワ ー ゲ ン ・ ポ ロ に 至る まで 、 あ ら ゆ る ク 
ル マ を 受け 入れ る 。 多様 な クル マ が 混 走 する た 
め 、 プ ロト タイ ブ が 市 販 車 用 タイ ヤ を 履い た ポ 
ロロ の 間 を ぬっ て バト ル す る と いう 、 か な り エ キ 
サイ ティ ング な 光景 を 目 に で きる の だ 。 

さら に 、 ク ラシック な 見 た 目 の マ シン も 参戦 
陸 00 の キー ラク 58 ン シー レー のろい (@⑳ ョ ッッ 
の 間 の 子 の よう な 外見 だ が 、 実 は クラ ン ッ ク カ 
ー な ど で は な く 「 バ パ バック ドラ フト ・ ロ ー ド スタ 
語 | 隊 GU うに ク シン ン だ 二 れ は 専用 多 ラ ス が 設 
られ で U い る ハッ ソック ドラ クト 昌代 ドス ク 二 


は 市 販 の キッ トカ ー で 、 コ ブラ の レプ リカ の 一 
種 だ だ が 、 そ の レー シン グ バ ー ジ ョ ン は か な り 独 
特 。SAES 仕 様 は 小さ な コッ ク ピ ッ ト を 備え た 
オー プン トッ プ で 、300bhp の レク サス 製 V8 
エン ジン と BMW 製 の 駆動 系 を 装備 し た 後 輪 駆 
動車 だ 。 

面白 いこ と に 、 こ の クル マ の 製造 者 は 、 


SAES に 参戦 を 希望 する チー ム に マシ ン を 10 台 、 


無料 で 提供 し て いる 。 | 現在 の 私 が ある の は 、 
レー ス の お か け げ け だ 。 愛す る スポ ー ツ に 何ら か の 
恩返し が し た いと いう 気持 ちと 、SAES に 新た 
な 風 を 吹き 込み た いと いう 思い か ら 、 チ ー ム に 
2 ション 9 の KN2/ 還 と ま A ク ド アッ 
フト ・ レ ー シ ン グ を 率い る トニ ー・ マ ー テ ィ ン 
は 語る 。「 見 返り と し て 我々 が 要求 する の は 、 
この シリ ー ズ の すべ て の フリ ー 走 行 と レー ス に 
し っ か り と 参戦 する こと だ ]」。 

目 ら も シリ ー ズ に 参戦 する マー ティ ン の レー 
ス 歴 は 長い 。1983 年 の デイ トナ 24 時 間 を マー 
チ 83G で 制 し た 経歴 を 持ち 、SAES が 国際 レ 


ひ Aa 


プロ ト タ イ プ カ ー、 ヘ ッ ド ライ ト つ き の フ ォ ー ミ ュ ラ カー、 さ ら に は コン パク トカ ー な ど 多 種 多 様 な マシ ン が 混 走 する SAES。 カ レン 


ー ス 界 に お いて 南ア フリ カ を か つて の レベ ル に 
引き 戻す こと を 願っ て や まな い 。 

個 ② の 侍 持 20 つの 0 に 9 の マン ン シ は 
数 馬力 の 違い し か な く 、 ほ ぼ す べ て の 面 で イコ 
ニル だ この マン ン は 非常 た ラベ スイ イク 
で 、 ク ラス 内 で 競い 合う だ け で は な く 、 シ リー 
ズ に 参戦 し て いる 他 メ ー カ ー の マシ ン と も 競い 
KS の 0G さも る の 

アパ ルト ヘイ ト と いう 恥ず べき 時 代 の 間 も 、 
南ア フリ カ で は 国内 レー ス が と て も 盛ん だ っ た 。 
そし て 近年 、 あ の ころ の 勢い を 取り 戻 そ うと い 
う 動き が 見 られ る 。 そ し て 今季 の SAES は 4 、 
また 7 時 間 レ ー ス が 6 戦 と いう カレ ンダ ー で 構 
成 さ れ て いる (開幕 戦は 先述 の と お り 中 止 ) 。 
SAES は マー ティ ン の 熱意 と 、 奇 妙 な 規則 が 
注目 を 集め る こと に よっ て 、 盛 り 上 が り を 見 せ 
て いる 。 し か し 、 残 念 な が ら レ ー ス は 一 切 中 継 
され て いな い 。 そ の た め 、 見 た いと 思っ た ら 南 
アフ リカ まで 行く し か な い の だ 。 私 は 絶対 に 行 
うう 二 っ くい 02 ! 


2 雪 に は キラ 用 ま W0 が 0 の が の SRIO 問 人 仙人 計 (NIIE グ シト  / ラー ノリ の 人 の の 20053 


WM なこ て 才 ) ある 明 . 提 3 の Y モ ョ ー ク タ テ ィ ズ スト 半 と 


全日 本 MS 会 議 


(wm ) 前 代 未 聞 の 事態 


Text : 大 串 信 (Makoto Ogushi) 


肺炎 を 引き 起こ す 厄 介 な 新型 コロ ナウ イル ス 
が 世界 的 に 墓 延 し た も の で 、 今 シー ズン の モー 
ター スポ ー ツ 界 は これ まで 経験 し た こと の な い 
混乱 に 陥っ た 。 F1 グラ ンプ リ の 開幕 戦 が 土 壇 
場 で キモ キャンセル に な っ た の は ご 存じ の と お り 。 
F1 シリ ー ズ 序盤 戦 の キャ ン セ ル や 延期 が 伝え 
られ る わ 、 ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス の 延期 が 伝 
えら れる わ 、 国 内 で も スー パー フォ ー ミ ュ ラ や 
スー パーGT の 開幕 が 延期 に な る わ と 、 さ ま ざ 
まな スケ ジュ ー ル が 変更 に な っ て 大 騒動 だ 。 

我々 、 フ リー の 取材 者 は 年 末 に 翌 シ レー ズン の 
カレ ンダ ー が 決ま る と 、 一 斉 に 週末 の 宿泊 施設 
や 遠 距 離 移動 の た め の 航 空 券 な ど 、 取 材 に 関わ 
る 各種 の 予約 を 取る 作業 に 取り 掛か る 。 当 然 な 
が ら レ ー ス 関係 者 も 同じ 週末 、 同 じ 地 方 に 集中 
し て 同じ 作業 を 進め る の で 、 な か な か 思う よう 
に 予約 を 入れ る こと が で き な い 。 今年 も も ちろ 
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| 第 1 戦 | 鈴鹿 サー キッ ト 


燕 風 吹く 3 月 の 鈴鹿 。06 年 開幕 戦は 、 ト ム ス で 
新 コ ン ビ を 組ん だ 寿一 と ロッ テラ ー が 、SC430 
記 自 生起 吉 ( ン を アレ クト し た 。 オノ の テス 
ト で は 評判 が いま いち だ っ た SC430 だ が 、 開 幕 
直前 まで 続け た アッ プ デ ー ト の お か け も あり 、 ラ 
イ バ ル た ちと 肩 を 並べ る まで に "成長 "し て いた 。 
この 鈴鹿 戦は 、 予 選 ア タッ ク を めぐ っ て 寿一 と ロ 
ッ テ ラ ー が 互い に 譲ら な か っ た こと で も 有名 。 だ 
が 次 第 に | 一 発 と 、 序 盤 で の 勝負 強 さ の ロッ テラ 
ー」| | 残り 周回 数 を 計算 し て 確実 に マシ ン を ゴー 
ル に 運ぶ 寿一 ] と いう 役割 が 明確 に な っ て いき 、 
ふた り は この 年 の タイ トル を 手中 に する 。 
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を 乗り 越え よう 。 


ん 、 あ っ ち を アレ し て 、 こ っ ち を コレ し て と い 
ろ い ろ な 工夫 を 重ね て 取材 スケ ジュ ー ル を ま と 
め 、 よ う や く 年 間 の 8 割方 の 予約 を か た め て 開 
幕 を 待っ て いた ら コ レ だ 。 

今度 は キャ ン セ ル 料 が かからない よう に 不要 
に な っ た と ころ か ら 予 約 を キャ ン セ ル し て いか 
な けれ ば いけ な く な っ て し まっ た 。 空しい 気持 
ち で せっ かく 組み 立て た 予定 を キャ ン セ ル を し 
CO つ 272A の JE 三 ンー ジン 2 ON 
は な ん と た くさ ん あっ て 立て 込ん で いる の だ ろ 
Yo お な ルキ 

な し が りき 年 末 NC24002 和 れれ の 之 下條 圭 
ター は レー ス の 重複 を 避け て 調整 を 重ね 、 そ の 
結果 よう や く の こ と で イベ ント が ギッシリ と 詰 
め 込 まれ た 状態 の 年 間 カ レン ダー が 決ま る 、 と 
いう 状況 は 分 か っ て いる 。 だ か ら ウ イル ス 務 動 
が 落ち 音 く まで 延期 と 言う だ け な ら 簡単 だ けど 、 


1 年 間 の 週末 の 数 は 変わ ら な いわ け で 、 果 た し て 
延期 され た 開催 日 を どこ に どう 潜り 込ま せる の か 
と 考え る と 頭 が グル グル し て くる 。 

仕方 が な いか ら 今 年 の 前 半 は すべ て キャ ン セ ル 
し て し まえ 、 と いう 暴論 も 聞こ える が 、 事 態 は そ 
う 簡 単 で は な い 。 社員 を 抱え て いる チー ム は も ち 
ろ ん フ リー の メカ ニッ ク や エン ジニ ア 、 あ る い は 
選手 た ち は 年 間 の カレ ンダ ー に 基づい て 契約 を し 
て いる わけ で 、 そ の 契約 を 全部 見 直す と な る と 死 
活 問題 に な っ て し まう 。 一 時 的 に で は あれ 、 も し 
収入 が 途切れ で も し た ら 、 支 払い は 待っ て くれ な 
いわ け で 、 場 合 に よっ て は 倒産 せ ざ る を 得 な く な 
っ た りす る 。 コ ト は 、 ウ イル ス に 感染 する か どう 
か と か レー ス の カレ ンダ ー を どう や っ て 再 構築 す 
る か と か に は 留まら ず 、 業 界 各 方 面 の 存続 に まで 
関わ る 一 大 事 な の だ 。 

他人 の 心配 を し て いる 場合 で は な い の だ ろう が 、 
と に か く こ の 業界 に 関わ る 皆さん の 健康 と 経済 の 
無事 を 祈 ら ざる を 得 な い 。 苦 しい だ ろう けれ ど 、 
間 え る ば か り で は な く な ん と か 助け 合い 堪え 忍 ん 
で 平和 な 日 常 を 取り 戻 そ う 。 そ し て 、 や は り 厳 し 
い 生 活 の な か で 例年 どおり の エキ サイ ティ ング な 
レー ス を 待ち 望ん で いる ファ ン の た め に シー ズン 
を 開 こ う 。 そ の と き に は 、 ぽ ぼく たち が それ を 全力 
で ファ ン に 伝え 素晴らし い 日 々 を 取り 戻す 一 助 と 
な る つも り だ 。 


本 山 哲 / 松 田 次 生 
[ XANAVI NISMO Z ] 


脇 阪 寿一 プ A. ロ ッ テ ラ ー 
[ OPEN INTERFACE TOMS SC430 ] 


伊藤 大 輔 プ R. フ ァ ー マ ン 
[ ARTA NSX ] 
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3/9 [mom ] 


古 四 cn 画 較 / 月 17、18 日 に 開催 され 
GO ミー ル パン パー 
ー タ ー ス ポー ツ (EBM) が ポル シェ 
計ら プー 
ドラ イ パ バー は 地元 出身 の ジェ ゼ マ ン ・ ジ 
2 = ドコ ン ル ハ 、 
OTHER SRO モ ー タ ー ス ポー 
グル ー プ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡 
大 の 影響 に に より 、 4 月 17~19 日 に 予定 
され て いた 開幕 戦 モ ン ツ ァ の 中 止 を 決定 。 
れ に と も な いり 10 月 80 (月 1 目 に 
追加 レー ス を イモ ラ で 開催 へ 


3/10 [tue1 


下 ci 画 較 GT300 クラ ス に 参戦 する 
Audi Team Hitotsuyama が チー ム の 
Facebook ペ ー ジ で 今季 の カラ ー リ ング 
を 発表 。 昨 年 まで の グレ ー か ら 一 転 、 赤 
を 基調 と し た 配色 に 

OTHER スイ ス の 高級 ウォ ッ チ ブ 
ラン ド の レベ リオ ン 、GT ワ ー ル ド チ ャ 
レン ジ ・ パ ワー ド ・ バ イ ・AWS と パー 
トナ ー シ ッ プ を 締結 。 ブ ラン パン と 入れ 
替わる か た ち で 同 シ リー ズ の オフ ィ シ ャ 
ル タ イ ムキ ー パ ー に 就任 


3/11 rwed 


FE 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 拡 大 を 受け て 、 今 季 初 め て 開催 され る 
予定 だ っ た ジャ カル タ E-Prix の 開催 を 延 
期す る と 発表 


3/12 [thu] 

F1 オー スト ラリ ア GP に 参戦 
する た め 現 地 を 訪れ て いた マク ラー レン 
の スタ ッ フ が 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス に 感 
染 し て いる こと が 明らか に 

FE 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 拡 大 を 受け て 、 2 カ月 に わた り シ ー ズ 
ン を 一 時 中 断 す る こと が 明らか に 
画 に 也 替 議 IMSA、3 月 18 一 21 日 に 
予定 され て いた 第 2 戦 セ ブリ ング 12 時 間 
の 開催 を 延期 する こと を 正式 発表 
功 記 中 議 第 3 戦 メ キシ コ デイ 1 
SIIN 二 2 の 12200 わ Ni 雪 X 
ES ぺ WRC) 

総合 トッ プ 。 2 番手 に エル フィ ン ・ エ 
6 (トヨ タ ・ ヤ リス WRCOC)、3 番 手 
(上 2 ら の 2 の ニニン 120 
クー ペペ WRC) 


3/13 [am1 


F1 パドック 内 で 新型 コロ ナ 
ウイ ルス 感染 症 の 雑 患者 が 確認 され た こ 
と を 受け 、 オ ー ス トラ リア GP の 中 止 が 
決定 

1 F1 と FIA、 新 型 コ ロナ ウ 
イル ス の 感染 拡大 を 受け 、 第 2 戦 バ ー レ 
ー ン GP と 第 3 戦 ベ トナ ム GP を 延期 す 
る こと を 発表 

INDYW パ シリーズ が 声明 を 発表 し 、 
新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 を 受け て 
開幕 戦 セ ント ピー ター ズバ ー グ 、 第 2 戦 
へ 言 の 計 2 Oi ク ク 語 ジ に 2 
サー キッ ト ・ オ ブ ・ ジ ・ ア メリ カズ の 4 
レー ス を 中 止 する こと を 明らか に 
70002020 フ 3 ビジ バボ ンド 
2 2400CE 旧 の ククリ ショ ン レ ョ ン 
ング 」 と し て 活動 する と 発表 。 昨 年 に 続 
さき 香港 拠点 の X Works と タッ グ を 組み 、 
GT300 ク ラス に 参戦 する 。 車両 は アウ 


※ こ の ペー ジ の 情報 は 3 月 20 日 ( 金 ) 時 点 の も の で す 


ort gz BEFORE&AFTER 


前 号 に 問 に 合わ な か っ た こと 、 


今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次号 ま で の 予定 まとめ 


ディ R8 LMS GT3 を 使用 へ 
還 に (< 較 第 3 戦 メ キシ コ デイ 2 
SS3 一 12 が 行なわ れ 、 セ バス チャ ン ・ 
オジ エ (トヨ タ ・ ヤ リス WRC) が 総合 
トッ プ に 浮上 。2 番 手 に テー ム ・ ス ニ ネ 
ン (フォ ー ド ・ フ ィ エ スタ WRC)、3 番 
EN 

OTHER ベル ギー 政府 が 同国 内 で 
の 新型 コロ ナウ イル ス 流 行 を 食い 止め る 
た め に と っ た 抜本 的 な 対策 を 受け 、 ス パ 
クラ ン ョ ルン シャン が か 4 月 9 目 ま ぐ 閉 鎖 
され る こと に 


| オー トス ポー ツ 」 No.1526 発売 


3/14 rsot] 


還 本 cn 画 較 公式 テス ト @ 了 岡山 初日 午 
IO ヨン 20RGOIIS00I ク グラ 20 は 
ARTA NSX-GT が 、GT300 ク ラス は 
JLOC ラン ボル ギー ニ GT3 が トッ プ タ 
イム 。 午後 は KEIHIN NSX-GT と 
Hitotsuyama Audi R8 LMS が それ ぞ れ 
トッ プ タ イ ム を マー ク し た 
還 に に ( 較 第 3 戦 メ キシ コ デイ 3 
SS13 21 が 行なわ れ 、 オ ジ エ が 総合 
トッ プ を キー プ 。 2 番手 に タナ ッ ク 、3 
番手 に スニ ネン 。 新型 コロ ナウ イル ス の 
感染 拡大 の 影響 を 受け て イベ ント が 縮小 
され た た め 、 こ ご の まま オジ エ が 今季 初 勝 
利 を 飾っ た 
OTHER SHO モー ター スポ ー 
グル ー プ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 成 染 0 
大 の 影響 に より 、GT ワ ー ル ド チ ャ レン 
・ ア ジア の 開幕 戦 セ パン と 第 2 戦 ブ リ 
ラム を 延期 する と 発表 。 開 幕 戦は 5 月 
28 還 2 衝 目 の 四 生 ウッ シド と 2 る は の. 
7 月 11、12 日 に は オー ト ポ リ ス で レー 
ス を 行なう こと を 明らか に 


3/15 [sun] 


公式 テス ト @ 岡 山 2 日 目 
午前 の セッ ショ ン は GT500 クラ ス は 
WAKO'S 4CR GR Supra が 、GT300 
クラ ス は シン ティ アム ・ ア ッ プ ル ・ ロ ー 
タス が トッ プ タ イ ム 。 午後 は ZENT GR 
Supra と SUBARU BRZ R&D SPORT 
が それ ぞ れ トッ プ タ イ ム を マー ク し た 


3/16 [ mon ] 

F4 SF や GT な ど に 参戦 する 
トム ス が 新た に ユー スチ ー ム 「『TOM'S 
YOUTH」 を 発足 させ 、2020 年 か ら 
FIA-F4 選 手 権 に 参戦 する こと が 明らか に 
国 記 ゴ e 還 較 新型 コロ ナウ イル ス の 流 
行 を 受け 、 4 月 23<25 日 に 予定 され て 
いた 今 シ ー ズ ン 第 7 戦 ス パ ・ フ ラン コル 
シャ ン 6 時 間 の 開催 を 延期 する と 発表 

OTHER "レッ ドブ ル ・ ジ ュ ニ ア チ 
ー ム 、 ブ ラジ ル 人 ドラ イ バ ー で 、FIA グ 
ラン ツー リス モモ 選手 権 ネ イシ ョ ンズ カッ 
プ の 初代 王者 で ある イゴール ・ フ ラガ が 
II 胃 ここ ご ここ 

OTHER アメ リカ の テキ サス 州 オ 
ー ス ティ ン に ある サー キッ ト ・ オ ブ ・ ジ 
・ ア メリ カズ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影 
響 を 受け て 、 施 設 を 閉鎖 する こと を 発表 


3/17 [tne1 


SF 艇 生 と こん ルク 引 生 ニー ション 2 


3 月 24、25 日 に 冨士 で 行なわ れる 公式 
合同 テス ト を 、 関 係 者 以外 の パドック 立 
ち 入 り を 禁止 する 形 で 実施 する と 発表 

画 に 7: 二 較 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 


0202.0440 20 22 
スポ ー ツ カー・ チ ャ ン ピ オ ンシップ の 

第 4 戦 ド ・ オ ハイ オ の 延期 が 決定 
琉 【ciEe 世 剛 11 月 19-21 日 に 予定 さ 
れ て いた 最終 戦 キ ャ ラミ 9 時 間 の 開催 時 
期 が 同 27ー29 日 に 変更 され る み と お し 
で ある こと が 明らか に 。 今年 の マカ オ 
GP と の 日 程 重 複 を 回 避 
画 :nEge 開 シリ ー ズ を 運営 する 
TOCA が 声明 を 発表 し 、 開 幕 戦 ドニ ント 
ン パ ー ク 、 第 2 戦 ブ ラン ズ ハ ッ チ 、 第 3 
戦 シ ル バ ー ス トン の 開催 を 延期 する こと 
を 明らか に 
VLN1 「DMV 4 時 間 レ ー 
ス ] と VLN2『ADAC ACAS カ ッ プ ] 
の 中 止 が 発表 

OTHER 日 産 自動 車 、 こ れ ま で イ 
ン フ ィ ニ ティ の グロ ー バ ル モ ー タ ー ス ポ 
の 0 の トー ンス クモ エク 2 
レク ター を 務め て いた トマ ソ ・ ヴ ォ ル ペ 
が 4 月 国人 還 G 呈 ルン の ク 正 恒 が 
ル モ ー タ ー ス ポー ツ ダ イレ クタ ー に 就任 
する と 発表 

OTHER ニュ ル ブ ル クリ ンク 24 時 
間 の 主催 者 が 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 
拡大 の 影響 に に より 、 9 月 24 一 27 日 に 変 
更 す る こと を 発表 。 あ わせ て 4 月 25、 
26 日 に 実施 予定 だ っ た 予選 レー ス は 中 
止 さ れる こと も 明らか に 


3/18 wed 


F1 FIA、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
の 感染 拡大 を 受け 、 サ マー ブレ イク の 前 
倒し を 承認 

SE 日 本 レー スプ ロモ ー シ ョ 
ン と 富士 スピ ー ド ウェ イ 、 4 月 18、19 

に 予定 され て いた 第 2 戦 を 、 新 型 コ ロ 

ナウ イル ス の 感染 拡大 防止 の た め に 延期 
CUG に CE まい 2 へ 
フォ ー ミ ュ ラ ・ ラ イツ の 第 2 ラウ ンド (第 
3・4・5 戦 )、 TCR ジャ パン シリ ー ズ 
の 開幕 戦 も 同じ く 開 催 が 延期 に 
GI7Z ツ ン エ イン ヨン | 新 
型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 拡大 を 防止 する 
た め 、 4 月 11、12 日 に 開催 予定 だ っ た 
開幕 戦 岡山 を 延期 する と 発表 。 代 替 開催 
時 期 に つい て は 、 ウ イル ス 成 染 拡大 の 収 
束 状況 に より 決定 へ 
古 密 nn 環 議 GT アソ シ エ イ ショ ン と 富 
士 ス ピー ドウ ェ イ 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 
の 感染 拡大 防止 の た め 、 3 月 28、29 日 
に 予定 され て いる 富士 公式 テス ト を 無 観 
客 で 行なう こと を 発表 。 5 月 3、 4 日 に 
開催 され る 第 2 戦 富 士 に つい て は 、 今 後 
の 状況 を 見 極め た うえ で 対応 へ 


3/19 rthu] 


F1 FIA が 声明 を 発表 し 、 第 5 
戦 オ ラン ダ GP、 第 6 戦 ス ペイ ン GP、 第 
7 戦 モ ナコ GP を 延期 し 、 代 替 日 程 に つ 
いて 検討 する こと を 明らか に 

FT1 モナ コ GP の 主催 者 が 、 今 
季 の モナ コ GP を 中 止 す る 決断 を 下 し た 
こと を 明らか に 

1 FIA と F1 、 全 チー ム が 、 
2021 年 の F1 新 テク ニカ ルレ ギュ レー シ 
ョ ン 導 入 を 2022 年 に 延期 する こと で 合 
意 し た と の 報道 
環 い に 7 替 議 ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー 
ツ カ ー・ チ ャ ン ピ オ ンシップ の DPi ク ラ 

に 参戦 する マツ ダ 陣 営 の プロ グラ ム の 
担い 手 が 、 現 在 の チー ム ・ ヨ ー ス ト か ら 
マル チマ チッ ク ・ モ ー タ ー ス ポー ツ に 変 
更に な る と の 報道 
琴 量 / ゴ v 世 議 ACO、 新 型 コ ロロ ナウ イル 


ス の 感染 拡大 の 影響 に より 、 今 シー ズン 
最終 戦 ん ・ マ ン 24 時 間 の 開催 を 9 月 19 
<20 日 に 拡大 する と 発表 
(GIND2 グ ンション 3 
月 28、29 日 に 冨士 で 実施 する 公式 テス 
ト の エン トリ ー リ スト を 発表 。GT500、 
GT300 両 クラ ス 合 わせ て 44 台 が 参加 へ 
株 式 会 社 ウ ェ ッ ズ 、 今 季 
デビ ュー する WedsSport ADVAN GR 
Supra の カラ ー リ ング と 、 国 本 雄 資 と 宮 
田 痢 朋 が 着用 する レー シン グ ス ー ツ の デ 
ザイ ン を 発表 

OTHER ポル シェ 、 新 型 コ ロナ ウ 
イル ス の 感染 拡大 を 受け て 2 週間 の 生産 
停止 を 決定 。 こ れ に より 21 日 か ら ド イ 
ツ ・ ツ ッ フ ェ ン ハウ ゼン の 主要 工場 と ラ 
イプ ツィ ヒ の 生産 拠点 を 閉鎖 へ 


3/20 [fn] 


1 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 拡 大 の 影響 に より 延期 され た レー ス の 
代わ り と し て 、『F1 E ス ポー ツ ・ バ ー チ 
ャ ル ・ グ ラン プリ ・ シ リー ズ ] を 開催 す 
る と 発表 

SEL 3 月 25、26 日 に 富士 、4 
月 2、3 日 に 鈴鹿 で 予定 し て いた 2 回 の 
合同 テス ト が 延期 され る こと が 明らか に 。 
新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 の 影響 に 
より 、 参 加 予 定 だ っ た 海外 ドラ イ バ ー、 
シーバ ラク ソック コン シン ジョ ーッ テス 
タッ フ な ど 複 数 名 が 参加 で き な い 状況 に 
2N 575702 


3/24 rtoe] 
シ 人 式 合同 テス ト @ 二 士 


3/25 rwed 
『 パ 人 式 合同 テス ト @ 富 士 


3/27 fm] 


| オー トス ポー ツ 」 No.1527 発売 


3/28 [ sat 1 
公式 テス ト @ 富 士 


3/29 [sun1 
公式 テス ト @ 富 士 


4/10 [fi1 


| オー トス ポー ツ 」 No.1528 発売 


OFF SHOT 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 が 流行 し て い 
る こと を 受け 、 無 観客 で の 実施 と な っ た 
スー パーGT 岡 山 テ スト 。 現 場 を 訪れ た 関 
係 者 も それ ぞ れ 検温 し 壮 2) 間 診 票 を 提出 
し た り と 、 感 染 拡大 防止 策 が 採ら れ て い 
た の で す が 、 プ レス ルー ム 内 の 流し 台 に 
は 手指 消毒 液 と うがい 薬 が 完備 され て い 


まし た 。 こ ん な 状況 で も テス ト を 実施 す 


る た め に 急 硬 用 意 し て くだ さっ た サー キ 
ッ ト 関 係 者 の 方 に は 感謝 し て も し きれ ま 
Be まめ が と の こさ いま だ 8 
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On the 世 D け GE 科 し - ス を も っ と 楽し くす る 


世界 中 で 止ま 5 ら ない 新型 コロ ナ 感 染 拡 大 
モー ター スポ ボ ポーツ 界 に も 大 打撃 


法律 で 定め られ た 場合 を 除き 、 著作 権 侵 害 に な り ま す 。 3 (・ 
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Deputy Editor 中 野 一 史 Kazushi Nakano 
還 ie [erl 無 観客 で も 、 静 か に 熱く 
Editorial Staff 角田 五 十 四 lsoshi Sumida 4 い 々 る Oo 
ヨコ : : 4 人 0 4 
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Publishing Manager 有 冨 誠一郎 Seiichiro Aritomi 39 | FIAF2 イン タビ ュ 角 田 裕 毅 行け る カ 生 F1 Oo 
@』al ヨ ェ 1 
へ mm へ い PJ や ゃ る 二 
z2 クラ ン ツ ー リ スモ 王者 が レッ ドブ ル 全 下 に 
ル ・ マ ン 24 時 間 が 9 月 に 延期 
SPECIAL FEATURE 
[4 号 連 続 autosport web 連動 企画 ] Make the Mechanical Grip. 
aw 
autO SDOrt |Web 上 が] o 
26 人 ノレ ツ 
M O TO 人 R SPORT 5 6 民 : T . 凡 、 GR 
第 2 回 一 和議 的 特性 編 
MW// 2727 57 52ge「4/72/ ル s6y 
52 [ Part 1] トヨ タ 、 過去 最強 の ライ ン アッ プ 急 ブ プル タ イ トル に 死角 な し 。 
FROM PIT CREW 是 こ <e の 
60 [Part 2]WR カ ー 空 最前 線 キイ リス が 掘 り 起 こし た “正解 
信 国 や 地域 、 年 齢 や 職種 を 問わ ず 全 人 類 に 目 の 前 で 起き た 出来 事 と その 後 の 一 連 の 2 た = 
に 突き つけ られ た 新型 コロ ナウ イル ス の 。 の 取材 も 、 一 生 記 れ ら れ な いと 思い ます 。 62 [Part 3] 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影響 陽気 と ナー バス の 狭間 で 。 
問題 は 、 深 刻 だ 。 す で に 世界 各国 で レー " 感 慌 深 さ "で いえ ば 、 昨 年 の S-GT=DTM 
ス の 中 止 や 延期 な ど が 発表 され て いる が 、 交流 戦 も トッ プラ ンク と (トシ の せ 
エン ター テイ ン メ ント で ある モー ター ス いか が ) 昔 話 は 尽き ませ ん が 、No.1055 で 
ポー ツ 界 に と っ て 、 目 に 見 える か た ち で 編集 部 に 加わ っ て か ら 14 年 間 (!)、 み FIA FORMULA E CHAMPIONSHIP 
いま より も さら に 深刻 な 影響 が 現れ る の  。 な さま お 世話 に な り ま し た 。 こ れ か ら は gg ゝ 9 ディー 
は 、 じつは この あと の 段階 だ ろう 。 F1 は オー トス ポー ツ web の 一 員 と し て 頑張 り 64 EV の 世界 選手 権 誕生 間近 に 考え る 
開幕 戦 オ ー ス トラ リア GP の 突然 の 中 止 ます 。 へ LE 三戸 と ォ ー ニーk、 $ ク の 
に 批判 が 集まっ た も の の 、 そ の 後 は いち ( 紙 の 仕事 も 少し や り ま す な か の ) と 電気 (に ズ え . な し 》 
早く さま ざま な 対応 策 を 打ち 出し て きた 。 L 還 
国内 で も サー キッ ト や プロ モー ター、 ョ E 代 FE マシ ン 、 EVO 化 さ れる と 防御 力 が る る に マコ いい ゃ レーーー na 今 すみ 
ント ラン ト が 生き 残り を か け て 必死 に 最 低く な る よう で す 。 何 と な く 上 の 方 か ら 66 [シー ズン 6 前 半 戦 レビ ュー] 裏 で 渦巻 く 欲 と 危 恨 
善 策 を 模索 し て いる 。 今回 の コロ ナ へ の  「 こ れ か ら は 世界 選手 権 ら し く お 行 儀 よく zz 勝負 ” は か れ か 寺 
対応 策 は 、 時 間 の 経過 と と も に ベス ト と し な さい ! | な ー ん て 声 が 聞こ えて くる 70 [New Chassis Analyses ] 
思わ れる “正解 ′ が 変化 し て いる の が 悩 よう な 気 が し ます 。 フ ォ ー ミ ュ ラ っ ぱ ぽい ツ Ye - つ っ 
まし い 。 と に かく 1 日 も 早く この 事態 が )。 クル マ が 、 ハ コ 車 並み に ガシガシ ぶつ け に = $ ラ $ 
収束 し 、 い まま で どおり レー ス が 開催 さ 合う と いう 異様 な 光景 を 最後 に も う 一 度 74 自動車 業界 の EV シ フト 」 目 の つけ ど ころ カ ら 変 えて み ま せ ん カ 
れ 、 再 び 関 係 者 や ファ ン の 笑顔 を サー キ ちゃ ん と 見 た い の で 、 何 と か シー ズン が 
ッ ト で 見 られ る 日 が 来る こと を 祈る し か 再開 され る こと を 願う ば か り で す 。 
20 (田中 ) (きゃ りー) IRREGULAR 
価 週 3 徹夜 は 当たり 前 、 火 曜 に 会 社 に 行 @F1 を 筆頭 に 中 止 や 延期 が 相次ぐ モー 6 8 内 
っ た ら 土 曜 まで 帰れ な か っ た り 、 そ ん な ター スポ ー ツ 界 で 、 こ こと ぞ と ば か り に e 4 [不定 期 連載 」 as 流 ピ ビリ 辛 市 販 車 イン プレ 
状態 で 60 日 くら い 休め な か っ た り ……・ と 。 スポー ツ が 盛り 上 が り を 見 せ て いま す 。 グ ベー スマ ン ン 一 刀 両 断 ! BMW Z4 
いう 奇 烈 な 週刊 記 記 時 代 ( も う 時 効 で し 放 ) ラン ツー リス モ も や っ た こ ご と が な い 私 か し 」 So 必 3 こう 
を 経験 で きた こと が 、 じ つ は 一 番 の 財産 らし て みれ ば 「 言 っ て も ゲー ム で し ょ ] 78 EXGEL さよ うな ら 、“ ム ズム スズ 感 " 
だ っ た な 、 と いま 振り 返る と 思い ます 。 物 "だ っ た は ず が 、 こ の 一 週間 で 「 ナ ニコ レ 、 
事 を 見 る ・ 伝 える "視点" の 大 切 さ を 徹 おもしろ いじ ゃ ん | に 変わ る ほど ちゃ ん 
底 的 に 叩き 込ま れ た あの 頃 が 自分 の 「 礎 ] と 「 ス ポー ツ | だ っ た こと に 驚き を 隠せ REGULAR 
と な っ た し 、 当 時 を と も に 過ごし た 先輩 ま B7 請 た だ 還 り いく 5 シン ミレ クニ と 
・ 同 僚 ・ 関 係 者 の 皆さん と は 、 い まだ 固 _ は いえ 、 実 際 の レー ス 以 上 に ラフ プレ ー 6 F1 DEEP NETWORK 
い 絆 で 結ば れ て いる (と 思っ て いる )。 一 が 目立つ 部 分 が 気 に な る よう な 
番 思い 出 深い 取材 は ……2015 年 の ル ・ ァ ン の た め に 開催 され る “レー ス ” で あ 47 from Worldwide Pressroom 
マン 24 時 間 で すか ね 。 あ の GT-R LM る な ら 、 実 際 の レー ス と 変わ ら な い 公 平 48 全日 本 MS 会 議 あの 日 の ポ ボディ ウム 
NISMO が レー ス し て いる の を 生 で 見 た ・ 公 正 な バト ル が 行なわ れる べき な の で ん 9 t t bef & aft 
日 本 人 、100 人 くら いし か いな いで し ょ (8286N ぐ Im の めも (yukag) utO SDOTt DeTOTG & ft 
うか ら 。 も ちろ ん 、16 年 の ル ・ マ ン 終 盤 81 [連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 いし いし ん じ 
82 PRESENT FOR READERS 
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ご 予約 は こち ら 


TEL.03-6897-4611 (平日 10:00 一 17:30) 


お 問い 合わ せ : 株 式 会 社 三栄 ・ 販 売 間 


予定 は あり ませ ん 
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トヨ タ 、 過 去 最強 の ライ ン ア ッ プ 完成 か 


ダブ ル タ イト ル に 死角 な し 。 


いま いち 乗り 切れ て いな い 感 も あっ た 今季 の オジ エ だ が 
2 年 ぶり の タイ トル 礁 恒 に 黄 信 号 な ど 灯 っ て いな い 
お むしろ トヨ タ が “ 総 獲 り "の 可能 性 すら 感じ きせ て いる 
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i20 の 新 エ アロ に 見 る WR カ ー 空 力 最前 線 


ヤリ ス が 据 り 起こ し だ "正解" 


Text & Photo : 古賀 敬介 (Keisuke Koga) 
Photo : 廣 本 泉 (Izumi Hiromoto) 
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サイ ドウ イン グ “追加 " 
強度 に や や 不安 あり ? 


前 戦 ま で 使わ れ て いた リヤ ウイ ング と 新型 の 違い は 一 目 瞭 然 。 新 
7 人 還 人 ド の シク MO くん 二 の (ンク の 中 ン 
ド プ レー トト 部 が つなが っ た 。 ア ッ パ ー ウ イン グ の 左右 に は バー テ 

ィ カ ルフ ィ ン が 設け られ た が 、 こ れ も ヤ リス 同様 、 エ ンド プレ ー 
ト の 一 部 と し て 気流 を 逃がさ な いた め の 処 理 か 。 ス ワン ネッ ク の 
サポ ー ト は アッ パー ウイ ング か ら 離 れ て 華 秦 に な っ た 。 メキ ンコ で 
は ヌー ビル の リヤ ウイ ング が 破損 。 強 度 に 不安 が 残っ て いそ うだ 。 
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新型 コロ ナウ イル ス が WRC に 及ぼ し た 影響 


陽気 と ナー バス の 狭間 で 。 


Text & Photo : 古 貨 敬介 (Keisuke Koga) 


新 型 コ ロナ ウイ ルス [COVID-19| の 世 
界 的 な 夢 延 に より 、 国 内 外 の モー ター 
スポ ー ツ イベ ント が 開催 中 止 を 余儀 な くさ れ 


た 。 1 月 に モン テカ ル ロ で 開幕 し た WRC は 、 


2 月 の スウ ェ ー デ ン 、 3 月 の メキ シコ と 3 戦 
を 開催 。 い ずれ も 各国 で 夢 延 する 前 の タイ ミ 
22299as 告 が 還 メキ ン 認 に つい て は メキ ンコ 
シテ ィ で 数 名 の 感染 が 確認 され た 後 だ っ た 。 
WRC を 迎え た グ ア ナ ファ ト 州 、 そ し て レオ 


Ai20 の 6 Ilb 赴 二 あり 602 
と 最大 限 の も て な し を し た 。 
| ああ な っ た ら 仕 方 が な い 。 応援 し て くれ る 
其 た ち を 豪 し ませ た く は な いか ら ね 。 だ か 
ら こ そ 、 彼 ら に 害 を 与え て は いけ な いん だ ]」 と 、 
同じ よう な 年 齢 の 息子 を 持つ オジ エ 。 し か し 、 
主催 者 と チー ム が や る と 決め た 以上 、 プ ロ と 
し て 気持 ち を 切り 替え て 競技 に 臨む お し か な い 。 
それ で も 木曜 日 の 夜 は ほとん ど 寝 られ ず 、 も 


腫 動 の な か で オジ エ の プロ 意識 を 垣間見 た 


ン 市 で は 当時 まだ 感染 事例 が な く 、 き ちん と 
対策 すれ ば WRC 開催 は 問題 な いと ゴー サイ 
2209Emissf7az の レミ て の と きす で に ヨー 
ロッ パ 各 国 で は 患者 が 爆発 的 に 増え て お り 、 
WRC 関係 者 に も それ ら の 国 の 人 々 は 多く 含 
まれ て いた 。 か くい う 日 本 人 の 目 分 も リス ク 
を 抱え た ひと り 。 誰 も が 疑心 暗鬼 で ラリ ー ウ 
ss 用 え (いた 。 

トッ プ ド ライ バー の な か で 唯一 、 自 分 の 意 
見 を 、 声 を 大 に し て 話し た の は セバス チャ ン 
明 引 2 7 レッ キ を 終え た オジ エ は | こ 
の 直 2 な 状況 で G ラ リー を 戦う の は お か し い 。 


目 分 た ち が 疾 患 す る 可能 性 も さる こと な が ら 、 


ヨー ロッ パ か ら ウ イル ス を この 国 に 持ち 込み 
感染 を 広め て し まう 可能 性 が ある か ら だ 。 個 


人 的 に は キャ ン セ ル し た いと 思っ て いる 」| と 、 


苦し い 胸 の 内 を 吐露 。 水 曜 夜 の チー ム の メデ 
ィ ア セッ ショ ン で は 規制 線 が 張ら れ 、 メ ディ 
ア と 数 十 セ ンチ の 距離 を と っ た 。 フ ァ ン か ら 
の サイ ン の 求め に 対し て は 、 彼 ら の ペン で は 
な く 自 分 で 用 意 し た ペン で 対応 。 そ の 後 も ア 
ルコ ー ル で ペン や 手 を 消毒 する な ど 、 対 策 は 
徹底 し て いた 。 

し か し 、 フ ァ ン ゾー ン か ら 小 さ な 子 供 が 歩 
み 寄 る と 、 オ ジ エ は 膝 を 折り 、 笑 顔 で 子供 の 
2 全て それ ば か り で は な く 、 何 度 


ANONINo 


ム sahiKCASB 


TL コ 


や も や と し た 気持 ちの まま 金曜 日 か ら の ステ 
ー ジ を 戦っ た と いう 。 

サー ビス パー ク で は 入場 者 全員 に 対し ハン 
ドジ ェ ル に よる 除 菌 が 行なわ れ 、 フ ァ ン ゾー 
ン と サー ビス の 行き 来 も ガッ シリ と 張ら れ た 
赤い テー プ で 規制 され た 。 ま た 、 普 段 は カオ 
ス 状 態 の メデ ィ ア ゾー ン も F1 と 同じ よう に 
フェ ンス で 区 切り 、 メ ディ ア と の 距離 を 保つ 
工夫 が な され た 。 そ れ が どの 程度 の 効果 を 発 


揮 し た の か は 分 か ら な Wi り 語 に 上 
サイ ド で は 誰 も マス ク な ど を 意 けず 、 普 段 と 
同様 に 陽気 な 感じ で ラリ ー を 観戦 し て いた 。 
も っ と も 、 地 元 の 薬局 を 5 軒 回 っ て も マス ク 
は 品切れ で 、 除 菌 ジ ェ ル も 品薄 。 メ キシ コ で 
も 一 部 の 人 々 が 危機 感 を 持っ て いた の は た し 
の 

本 来 日 曜日 に フィ ニッ シュ する 予定 だ っ た 
ラリ ー は 、 主 に 欧米 各国 で 渡航 ・ 入 国 制 限 が 
翌週 火曜 日 (17 日 ) か ら 強 化 さ れる と いう 
情報 が 伝え られ 、 意 硬 土 曜日 の フィ ニッ シュ 
に 変更 。 関 係 者 は 足早 に 帰国 の 途 に つい た 。 
その 時 点 で は まだ 感染 報告 は な か っ た が 、 イ 
ベン ト 終 了 後に グ ア ナ ファ ト 州 で 患者 が 初め 


ー 「 4 w 
ルプ N 
ーー ア | 。 ーー 


て 報告 され 、WRC 関 係 者 も ふた り 感 染 し て 
MV だ こと が 21 四 発 表 さ きれ 72 フン 90M 
慣 し て いた よう に や は り 無 傷 で は 済ま ず 、 今 
後 の WRC 開催 に 大 き な 影 響 が 及ぶ だ ろう 。 

自分 も メキ ンコ 滞在 中 と 移動 期間 は 神経 質 
すぎ る くら い 気 を つけ て いた 。 帰国 後 は 完全 
な 隔離 状態 に 自分 を 置き 、 ひ と りこ の 原稿 を 
書い て いる 。 オ ジ エ と 同様 、 メ キン シンコ を 訪れ 
た こと の 意味 を 自 間 自 答 し な が ら 。 
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Gen2EVO、 そし て その 先 の 新型 車 は どの よう な も の に な る の か? 


Text : サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) 


FA RURNMULA E 
CHAMPIONSHIP 


Photo : Audi/FormulaE 


Translation : 神田 美穂 (Miho Kanda) 
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こ 統 合 し て いる 。 


の 骨盤 サポ ー ト 構造 。 こ れ に 、 エ クス ジェ ル 


医療 福祉 分 野 で 実績 の ある HUG DRIVE 独 自 
の 圧力 分 散 機能 を 有機 的 


ー ふ ペー ベー 所 中 し 「 山 ※ 

由 〇 6 山 コ | っ me360 ペー へ へ 心 
ドー しゃ ば べ べ mh ロト いふ ヘー ざす 宴 さ 
ーK し ゃ エマ ン の ii ト く こく で に K 皿 こと S 
2J レ "ペー へ へ 選 委 IN エー 仏 <Q 還 亜 
品 S 民 表 也 お レス っ NeTNIN へ 5 リン 
リエ マン の 四 こ か” 性 や SS つの 
さ G 媒 っ IRL ーー ミー 中 そり ド ハ 
を 上 て 臨 Sin マー 人 ト 由 会 Q ぐ て へ 
i ト + ド ー ロ 総 名 Ne ト さ や ふ K・ と ロロ 
"0Q け ロ ヒ 受 和 を の ヒバ の の て 中 
ャ く ー や NH 馬 っ 、 呈 唱 志 6 し っ ie 
65J” | の り 全 ン R 躍 入 く 6 陣 思 会 る 
Ss や ン レ 届 必 | の っ jG 公 NG 陸 田 9? 
NNW で ppNG 和 " の 山 コ 8 | 合 

Ne| 華 っ 会 来 画 GjpG ロ NG 公 
wm 記 け ” 与 で G い へ へ 己 り 
貴 弁 0 で 丸 欄 要員 会 ぐ 7 山大 の ロー 
3 首 唱 庄 慌 避 G「 六 共和 を 「( 特 机 
6t6) 陣 握 | 首 ロ 懇 R ビ GS TK ユ 」 
JJ っ で ひ 尋 RW の OO@ 症 埋 交 虹 会 つ 
レ 弓 0 や Ne ト J ュ JI に IN ぐ く G 陣 団 
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EXGEL と は 


[座る 」 を 変え る 、 
一 ー 体 圧 "流動 "分 散 素材 --- 228 


エク スジ ェ ル は 、 お 餅 の よう な 弾力 性 、 固 
体 で ある に も か か わら ず 約 20 倍 まで 伸び 
て 復元 も する と いう 和 柔軟 性 、( ヒ ッ プ な ど 
の ) ズレ に 対応 する 流動 性 を 持つ と いう 
素材 。 そ の 衝撃 吸収 力 は 一 般 的 な ウレ タ 
ン フ ォ ー ム の 10 倍 以上 だ (自社 テス ト )。 


学 骨 部 に 大 き な || 大 腰部 付近 で は 、 ほ と ん ど 
圧力 が か か る 体重 を 支え て いな い 


骨 部 付近 の 圧力 を | | 大 了 部 で も 均等 に 


効果 的 に 軽減 体重 を 支え て いる 
EXGEL 
人 信和 た 時 人 へ た と 人 ド 負 そ 定 電 
こ 取 人 グ た 自 。 料 
間隔 細目 人 の ラ 担 し 洲 
す ゞ 
還 蘭 2 本間 語 の 証 呈 が | そ イ を て し 
必 旨 Ss トド ノコ ン れ バ 軽 て い 
た "な 設 ル づこ を | < 座 い ま 
生 タ て な は ほ ッ コリ) ク た て *B 
_ GE < よ ク 選 回 本 RG 【 
EXGEL 人 ( 全 2 で 1 謗 2 
HUG DRIVE 軸 還 間 0 証 当 中 四 2G 赴 の いと や 
た Co BACK CUSION つる 以 学 づ p く 胃 う き 介 
> で 前 な ゞ 還 = 氏 ミ 
深く も た れ か か る よう に 座る こと で 、 自 然 る 提 上 5 回 人 記 い の ) 
ヒッ プ 側 に 設け られ た スリ ッ ト が 尾骨 と と 骨盤 を 左右 か ら 包み 込む よう に 支持 。 同 る 控 に 当 所 
仙骨 へ の 圧迫 を 低減 。 同 時 に 、 ヒ ッ プ 形 時 に 、 左 ・ 右 ・ 後 ろ と 3 点 を 面 で 支え る サ こ 作 ハリ に v で も は ラ 
状 に 合わ せ て クッ ショ ン 後 方 に 厚み を 持 ポー ト 形 状 と その 3 面 に 配置 され た エク ス と は も 基 E 実 同 タ に 
た せる こと で 、 骨 盤 を 左右 か ら 包 み 込 む ジェ ル が カラ ダ を や さ し く 包 み 込 む よ う な 目 腰 下 運 づ お 較 ゆめ へ 広 
よう に し た 。 最 も 圧力 の か か る 池 骨 部 付 構造 と し た 。 ま た 、 エ クス ジェ ル が 腰椎 と 
近 に は エク スジ ェ ル を 集中 的 に 配置 。 腰 仙骨 を や わら か く サ ポー ト す る こと で 、 腰 
へ の 衝撃 や 振動 を 緩和 する 。 カ ラー は ブ へ の 圧力 や 痛み を 軽 流す る 。 カ ラー は ブラ 還 。 - 
ラッ ク と グレ ー の 2 色 。 重 さ 約 0.8kg。 ッ ク と グレ ー の 2 色 。 重 さ 約 0.8kg (専用 と 高 D 政 本 選 2 に V も や ム う 体 
11,000 円 ( 税 抜き ) 。 ベル ト を 含む ) 。13,000 円 ( 税 抜き ) 。 ~ め HH そ を L の EE 多 姿 ズ ち で 
腰 て 1| の よ で 姿 が い 勢 ム に も 
まく V 性 り カ 勢 猟 は を ズ 負 腰 
まま 
XGEL Racing Gear irmpression ここ 民 ES 7 を 
の が 座 和 驚 な へ 定 骨 ? た きか ツ 
5 安 \ つ っ きも の さ 盤 そこ た け プ 
キツ く 締 め て も 疲れ に くい 定 実 た の の 入 せ サ = こ と な て の 
記 ろ ri に 
EXGEL の 製品 を 長く 使っ て きた ドラ イ バ ー の ひと り が 、 今 季 か ら GT500 に 参戦 する 笹原 右京 。 14 歳 の と き に 欧州 感 際 腕 内 こ と ボボ を : い 22 
の カー トレ ー ス に 参戦 し 始め た ころ か ら 、EXGEL の リブ プロ テク ター が 手放せ な く な っ て いた と いう 。 [欧州 の 路面 が に 間 と し を | 日 あ : る た 
は ラバ ー が 乗り や すく 、 あ ば ら に も キツ い の で す が 、EXGEL は あ ば ら の 痛み な ど と は 無 緑 で 、 そ れ で いて 挙動 を リ 高 連 か ご こ ご た 緩 も ト い る の 
ニア に 感じ る こと が で きる ん で す 。EXGEL の HANS 用 パッ ド は 4 輪 に 上 が っ て か ら ず っ と 使っ て いま す 。 僕 は ベル い 転 と 和 に 構 、 ム ドド と ー 本 へ 
ト を か な り キ ツ く 締め る の で す が 、 鎖 骨 や 肩 ま わり へ の 負荷 が と て も 少な く 、 違 和 感 が な い 。 ド ライ ビン グ に より 集 こし 期 ー- 操 ラ 座 な 知 
中 で きる よう に アシ スト し て くれ ます 。GT で は 運転 時 間 も 長く な り ま すし 、EXGEL の パッ ド は も う 必 需 品 で す 」。 と * 侍 『 本 | 和 朋 上 ウ 
1 感 フラ / バ 位 か な 
HANS Device 4 0 h DRY CARBON カ る を G イ G ラ | | 置い 
EXGEL Padding Set VEST 17 


スー パーGT GT500 の ドラ イ バ ー の 


レー シン グ カ ー ト ドラ イ バ ー 用 リプ 


うち 約 9 割 が 使用 し て いる と いう プロ テク ター の 定番 品 。 ド ライ カー は と で が ヒド 長 それ と ぎ ラ 
HANS デ バイ ス 用 EXGEL パ ッ ド 。 面 ボン 採用 で 薄 さ と 圧倒 的 強度 を 両立 に そ き 用 5 ラ 日 距 の 人 き 目 ダ 
ファ スナ ー で 固定 し 、 シ ョ ル ダ ー 先 し 、 両 サイ ド の 内 側 に 配置 され た エ 芋 宮 寿 大 

端 まで 保 ン デ ー N きみ ぐ 用 で 学 の る 忌 、 ノブ イ U 離 効 い の や の 
弟 ま で 保護 。F1 や イン ディ カー の ド クン 0 ドラ (の パカ 4 っ 時 サ さ ー バ ド 集 た 腰 ち 電 
ライ バー に も 愛用 者 が 多い 。 ISO に 軽減 する 。 M サ イズ ( 約 0.7kg) と 寸 _ G ト こ | 
適合 し た 難 燃 性 素材 を 使用 。 全 6 色 。 ジュ ニア サイ ズ ( 約 0.6kg) が あり 、 て 間 | れ に 1 D ラ を 、 ZS。 よ が 
左右 セッ ト で 16.000 円 ( 税 抜き )。 両 サ イズ と も 40.000 円 ( 税 抜き )。 み の ビ て 応 が ロ イ 体 ド の っ ビ 
る 質 ス いじ 悩 ブ 感 ラ 入 と シ 
pg こ を も る て ん | で で [20 し ツ 
と 変 あ " ` で V 思 き ブ も た と 
を える 無 さ い E 恵 その 想 凹 決 
お た の 料 ま る は に う シ 像 凸 ま 
すい で で さ 人 箇 ン 与 だ | 以 を り 

す と 1 ま 所 | れ が ン 上 乗 
めい ド 週 な 胸 ト そそ を に り 踏 
し うう ラ 間 タ 中 形 う と 間 軽 越 面 
連 05276 ご 方 イ 」 試 イ 。 状 く わ 減 ス の 
い に ブ 用 プ 腰 や "に ず さ る 怒 
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回 1/43 ス ケー ル モ デ ル 

ABB FORMULA-E 1 名 様 
現在 第 6 シー ズン が 進行 中 の フォ ー ミ ュ ラ E は 、 次 の 
2020/2021 シー ズン か ら 世 界 選 手 権 へ の 昇格 が 決定 し て い 
る 。 プ レ ゼ ント の ミニ カー は 現在 使用 され て いる “Gen2”" モ 
9 しだき 
提供 : ABB Japan 
URL : https://new.aDbb.com/jp/about/abD-in-japan 


直筆 サイ ン 入 り キ ャ ッ プ 1 名 様 

ルノーF1 チ ー ム か ら の 参戦 2 年 目 を 迎え る ダニ エル ・ リ カル 
ド 。 残念 な が ら 2020 年 F1 開幕 戦は 中 止 と な っ て し まい 、 母 
国 オ ー ス トラ リア の ファ ン に その 勇姿 を 見 せる こと は 叶わ な 
か っ た が 、 開 幕 す れ ば エキ サイ ティ ング な レー ス を 見 せ て く 
40②. だ ろう 。 

提供 : ルノー・ ジ ャ ポン 

URL : https://Wwww_.renault.jp 


モデ ュー ロト ー ト バッ グ 4 名 様 


普段 使い か ら レ ー ス 観戦 まで さま ざま な 場面 で 大 活躍 の モデ 


ュー ロト ー ト バッ グ を 4 名 様 に 。 マ チ も つい て る た め 、 見 た 


目 以上 に 物 が た くさ ん 入る 作り に な っ て いる 。 


(サイ ズ : 370mmx350mm) 
提供 : 株 式 会 社 ホ ンダ アク セス 


URL : https://www.honda.co.jp/ACCESS/ 


WEC ボ ー ル ペン 3 名 様 


伝統 の ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス の 開催 延期 が 発表 され た WEC 
シリ ー ズ 。 来 シー デン は ハイ パー カー 規定 に な る と いう こと 
現行 規定 で の マシ ン が 走る 姿 を 再び 見 られ る 日 が 早 


も あり 、 
く 来 る こ と を 祈り た い 。 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、 ぐ ① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2020 年 4 月 10 日 (消印 有効 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 


(株 ) 三栄 オー トス ポー 


新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
ツ 編 集 部 |1527 号 プレ ゼン ト 」 係 


ル ・ マ ン 公 式 グ クッ ズ を 扱う Motorimoda が 
A PIT AUTOBACS SHINONOME に 出店 


自動 車 や モー ター スポ ー ツ が 持つ 独特 
の 世界 観 を 醸し 出す 国内 外 の トッ プ ブ ラ 
ンド の アイ テム を 扱う Motorimoda』。 
同社 が 選りすぐっ た アイ テム を 取り 扱う 
ショ ッ プ イン ショ ッ プ が 、 東 京都 江東 区 
東雲 の 『A PIT AUTOBACS 
SHINONOME」 に オー プン し た 。 

今年 2 月 29 日 に 営業 を 開始 し た 『Pole 
Position by Motorimoda in A PIT 
AUTOBACS SHINONOME』 は 、 同 A 
PIT の 2 階 に 位置 し て いる 。 ご 存じ の と 
お り 、 オ ー ト バッ クス は 競技 活動 に も 力 
を 入れ て いる 。 そ し て 、 ル ・ マ ン 24 時 間 
の 公式 グッ ズ を 取り 扱う な ど 、 レ ー ス 界 
と の 関わ り が 深い Motorimoda も 、 こ の 
店 舗 で は ヨー ロッ パ を 中 心 と し た モー タ 
ー ス ポー ツ の 関連 アイ テム を 多数 取り そ 
ろ え る な ど 、 競 技 の 色 を より 強く し て いる 。 

ちな み に 、A PIT AUTOBACS 
SHINONOME は 「 ク ル マ も ヒト も ピッ 
トイ ン | を コン セプト に 設け られ た 施設 。 
店 内 に は カフ ェ も 展開 され る な ど 通 常 の 
オー トバ ックス の 店 舗 と は 一 線 を 画す 、 
快適 性 の より 高い 空間 と な っ て いる が 、 
それ に Pole Position by Motorimoda の 


替 囲 気 が 完 璧 に マッ チ し て いる 。 
新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 の 影響 


で レー ス が 延期 、 ま た は 中 止 と な る な ど 、 
レー ス フ ァ ン に と っ て は つら い 時 勢 だ が 、 


どん な と き で も 息抜き は 必要 だ 。 万 全 の 
感染 症 対策 を 整え た うえ で 、Pole 
Position by Motorimoda に ぜひ び 足 を 運 
ん で みて は いか が だ ろう か 。 


圏 Pole Position by Motorimoda 
in A PIT AUTOBACS SHINONOME 
人 @ 営 業 時 間 : 9.00-22:00 (不定 休 ) 
人 店 舗 所 在 地 : 

東京 都 江東 区 東雲 

2-7-20 2F 売 場 ス ペー ス 内 


に ゴ 。 ーー 


携帯 か ら も 応募 で きま す 
※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2020 年 4 月 9 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケー タイ ・ コ ー ド 対応 
機種 を お 持ち の 方 は 右 図 か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 サ イト 


内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 住所 
等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な いと 商 


品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 


※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プレゼ ント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 


の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


https://San-eishobo.jp/form/pub/3/as1527 
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プロ ト タ イ プ パ ー ツ の 展示 も ! 
HKS が 打ち 出し た “ 新 拠点 "が 登場 


チュ ー ン ドカ ー 好 き な 人 間 な ら 絶 対 に 
知っ て いる チュ ー ニ ング パー ツメ ー カ ー 
「『HKSl」。 同 ブ ラン ド が 展開 する 新た な ア 
ン テ ナ ショ ッ プ が 、 左記 の 「Pole 
Position by Motorimodal と 同じ く 、 東 
京都 江東 区 東雲 の TA PIT AUTOBACS 
SHINONOME」 に オー プン し た 。 
[HKS GATE TOKYO BAY」 と 名 づけ 
られ が 5 の 新 だ な ジョ ッ プ は 。A」PIT 
AUTOBACS SHINONOME の 3 階 に 存 
在 。 これ は HKS が 打ち 出し た 新た な コン 
セプト に 基づい た 最初 の 店 と な る 。 HKS 
GATE の 専任 スタ ッ フ が 常駐 し て お り 、 同 
ブラ ンド が 販売 する 数 多く の パー ツ を そ 
れ ら の パー ツ を 実際 に 「 見 て ・ 触 っ て ・ 
相談 で きる | こと が 大 き な 特 徴 。 軽い カ 
065 ん 本 ドド な が 和 朋 ニン トド カー ま 
で 、 顧 客 の ニー ズ に 合わ せ た パ ー ツ 選び 
が 可能 に な っ て いる 。 

また 、 ト ヨタ 86 ス バル BRZ や スズ キ 
2 800 星 串 / バ パー ツジ ヨー ザー 
が ある ほか 、 ス バル 車 専用 の チュ ー ニ ン 


グ パ ー ツ の 展示 、 販 売 も され る 。 さ ら に 、 


開発 中 の 製品 の プロ ト タ イ プ や コン セ プ 
ト ア イ テ ム の 展示 と いっ た 、 通 常 の ディ 


ー ラ ー で は あり えな い 特 別 な "サービス" 
な ども 生 な っ て いく と いう 』。 

HKS GATE TOKYO BAY は 今後 、 チ 
ュー ニン グ 界 の 最新 情報 が 集まる "拠点 " 
と な り そ う だ 。 自身 で 愛車 を いじ っ て サ 
ー キ ッ ト を 走る 方 や 熱血 的 な スバ リス ト 
務 も io257* の フィロ 二 あ 2 ド の 計 し こ 
興味 の ある 方 は 、 ぜ ひ 一 度 足 を 運ん で み 
6 ほ . 間 Us 


圏 HKS GATE TOKYO BAY 
人 営業 時 間 : 9.00-22:00 (不定 休 ) 
今 店 舗 所 在 地 : 

東京 都 江東 区 東寺 
2-7-20 3F 売 場 ス ペー ス 内 
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